
中野市ホームページ

http://www.city.nakano.nagano.jp/
中野市モバイルサイト

後期高齢者医療制度が
　４月から始まります！……６

特
集

特
集

３
2008（平成20年）

No.36

江戸時代から伝わる中野人形と、明治時代から伝わる立ヶ花人形

  交差点    ……………………………１～ 4
 
  文化なかの  ………………………１～ 6

今月の合冊土人形の里づくり事業
    ～ 土人形の里　信州中野 ～ ……２

　  防災行政無線放送が聞きとれない時は、☎０１２０－８９２－５６０（フリーダイヤル）をご利用ください



平成20年３月号３ 平成20年３月号 ２

土
人
形
の
里
　
信
州
中
野

中
野
市
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
奈
良
家
の
中
野
人
形
と
、

明
治
時
代
か
ら
伝
わ
る
西
原
家
の
立
ヶ
花
人
形
が
、

昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
今
も
作
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
人
形
の
里
づ
く
り
事
業

　

中
野
人
形
は
京
都
伏
見
人
形
の
流

れ
を
く
む
一
方
、
立
ヶ
花
人
形
は
愛

知
三
河
人
形
の
影
響
を
受
け
て
お

り
、
異
な
る
流
れ
を
く
む
土
人
形
が

現
在
も
同
一
地
域
で
制
作
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
は
、
全
国
的
に
見
て
も
大

変
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　　

市
で
は
、
伝
統
の
中
野
土
人
形
を

活
か
し
、
土
人
形
の
里
づ
く
り
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
は
三
つ

の
柱
に
よ
り
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
が
伝
統
あ
る
土
人
形
の
育

成
・
活
用
事
業
、
二
つ
目
に
土
人
形

「
月
の
兎
」
活
用
事
業
、
三
つ
目
が

第
１
編　
伝
統
の
中
野
土
人
形

奈
良
家

起源
　江戸時代後期の文化・文政年間（1804年～1828年）に初代・奈良栄
吉が京都へ福寿草の商いに行き、伏見街道に並んだ土人形に心をひかれ、
その人形型を譲り受けます。そして夫婦者の職人を中野に呼び寄せ、作り
方を習い制作したのが始まりといわれています。栄吉は伏見から約40回
にわたって、百数十個の人形を持ち帰ったと伝えられています。

歴史
　奈良栄吉は、中野で開かれていた市（いち）に土
人形を売り出し、好評を博したそうです。昭和に入っ
て現在の雛人形の流入に伴い、土人形の人気は衰退。
戦中には土人形作りの材料のひとつであるニカワの
入手が困難になり、制作は中断されることとなりま
した。昭和32年に、４代目の政治が土人形作りを
再開。昭和34年には、ひな市で再び売り出される
こととなりました。
　現在は５代目の奈良久雄氏（工芸技術保持者とし
て中野市無形文化財に指定）が制作されています。

型と特徴
　型は、伏見人形から型取りされたものが多く、
また、栄吉の時代に、型で持ち帰らず、伏見人形
や博多人形を買い求め、これらの人形から型抜き
したものもあります。代表作の「ふぐ乗り大黒」も、
九州から伝わったものだと言われています。
　代を重ねるごとにオリジナル作品などが増え、
現在では教訓説話物や風俗物などを中心に百数十
種類余が制作されています。小型で童子ものが多
く、特に人形の背中まで彩色されているのが特徴
です。

西
原
家

起源
　明治35年頃に愛知県三河の鬼瓦職人・斉藤梅三郎が当時、中野の安源
寺で瓦の製造をしていた西原己之作（初代）に冬季間の副業として作らせ
たのが始まりといわれています。梅三郎は、三河の三州瓦の産地・棚尾の
出身で、全国的にも有名な鬼瓦職人です。歌舞伎に造詣深く、余技として
土人形作者のために数々の歌舞伎人形の型を提供したといわれています。

歴史
　当初、中野より北の飯山方面で売り出されていたため、一部
で飯山土人形とも呼ばれていました。
　２代目の義量は、己之作の手伝いをしていたことから、己之
作の死後、すべての型を譲り受け制作。しかし、昭和７年に出
兵することとなり、人形作りは中止されました。昭和34年に
は千曲川の洪水により、型が大量に流失してしまいました。３
代目の袈裟慶は、土人形作りの手伝いを少々していたことから
制作を始め、昭和46年に立ヶ花人形の復活となりました。
　その後、４代目として邦男氏が立ヶ花人形を支えてきました
が、平成18年１月に逝去。現在は、故邦男氏の奥様とご子息
が人形を制作されています。

型と特徴
　元型は、斉藤梅三郎が作っ
たものです。
　素材は、歌舞伎物が多く、
比較的大型のもので、現在
50種類余りが制作されてい
ます。

北信州に春を呼ぶ
中野ひな市

　北信州の春の風物詩「中野ひな市」
が３月31日㈪と４月１日㈫に市街地
で開催されます。土人形の里ならでは
のイベントにぜひお出かけください。
●中野土びな展示即売会
　郷土玩具中野土人形（中野人形・立ヶ
花人形）を抽選販売します。即売後は
出展された人形を見学できます。
◦展示　３月30日㈰ 正午～午後５時
　　　　３月31日㈪ 午前９時～午後２時
　　　　４月１日㈫ ※引換後の展示
　会場：中野商工会議所
◦即売　３月31日㈪ 午後３時
　会場：中野商工会議所
◦即売にあたっての抽選
　３月 31 日㈪ 午前 11 時～
●全国土人形即売会
　全国約20カ所の土人形を一堂に集め
た日本唯一の即売市です。
　３月31日㈪ 正午～午後７時
　４月１日㈫ 午前10時～午後３時
　会場：中野陣屋前広場 南側駐車場
●大灯籠びな行進
　３月 31 日㈪ 午後６時
　出発場所：中野商工会議所前
●お楽しみ抽選券付商品券抽選会
　４月１日㈫ 午前10時～午後３時
　会場：中野陣屋前広場
●まちかど土びな展
●北信州なかの自慢市
●中野市産きのこ汁サービス
●中野ひな市特別展
　ふるさとの天神さま展　
　３月20日（木・祝）～４月４日㈮
　午前10時～午後６時
　会場：中野陣屋・県庁記念館
　　　　※期間中無休

中野人形

立ヶ花人形

特集
創
作
土
人
形
活
用
事
業
で
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
各
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

中野人形制作者
奈良久雄 氏

立ヶ花人形制作者
　  西原久美江 氏

荒っぽい時代に、少しでも温かみのあるものを。
地味だけれども、面白いところがあります。

全ての人形に物語やロマンがあって、みんな
かわいい。皆さんに喜んでもらいたい。

「巡り逢いの丘」から望む市街地と北信五岳
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第
２
編　
土
人
形
「
月
の
兎
」

い
つ
か
ま
た･･･

　
き
っ
と
巡
り
逢
え
る･･･

　
　
　
土
人
形
「
月
の
兎
」
の
誕
生

　

土
人
形
「
月
の
兎
」
は
、
中
野
人

形
を
制
作
さ
れ
て
い
る
奈
良
家
に
江

戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
型
を
使
用
し
た

土
人
形
で
す
。も
と
も
と
は
単
に「
う

さ
ぎ
」
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
卯
年
以
外
は
あ
ま
り
作
ら
れ

る
こ
と
が
な
い
も
の
で
し
た
。

　

平
成
17
年
、
あ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

で
事
件
の
鍵
と
な
る
ア
イ
テ
ム
と
し

て
登
場
。「
月
の
兎
」
の
由
来
に
つ

い
て
、「
月
の
兎
は
、
東
山
公
園
に

あ
る
巨
石
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。
月
の
兎
を
持
て
ば
、
必
ず
再

会
で
き
る
と
い
う
ロ
マ
ン
が
人
気
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、市
で
は
「
月
の
兎
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
、「
い
つ
か

ま
た
…
き
っ
と
逢
え
る
…　

～
月
の

兎
を
持
っ
て
い
る
と
最
愛
の
人
と
必

ず
巡
り
逢
え
る
～
」
と
し
、
昔
な
が

ら
の
伝
統
技
法
で
今
で
も
作
ら
れ
て

い
る
土
人
形
「
う
さ
ぎ
」
を
活
用
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
を
図

ろ
う
と
「
月
の
兎
」
を
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。

「
月
の
兎
」
の
活
用

　

土
人
形
「
月
の
兎
」
を
活
用
・
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、
各
種
の
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

①
グ
ッ
ズ
開
発

　

土
人
形
の
里
の
お
み
や
げ
物
と
し

て
、
お
守
り
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
、シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
、ピ
ン
バ
ッ

ジ
、
豆
菓
子
を
開
発
し
ま
し
た
。

月
の
兎
の
運
呼
（
豆
菓
子
）

　

愛
と
巡
り
逢
い
の
ロ
マ
ン
を
持
つ

土
人
形
「
月
の
兎
」
の
関
連
Ｐ
Ｒ

商
品
と
し
て
、
ま
た
、
土
人
形
の
里 

信
州
中
野
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
作
。
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、土
人
形
「
月
の
兎
」

に
ま
つ
わ
る
ロ
マ
ン
「
い
つ
か
ま
た

…
き
っ
と
逢
え
る
…　

～
月
の
兎
を

も
っ
て
い
る
と
最
愛
の
人
と
必
ず
巡

り
逢
え
る
～
」か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

購
入
い
た
だ
く
お
客
様
が
「
運
を
呼

び
、
運
に
逢
え
る
よ
う
に
」
と
の
願

い
を
込
め
ま
し
た
。

　

発
売
を
開
始
し
た
昨
年
７
月
よ
り

１
万
６
０
０
０
袋
（
２
月
末
現
在
）

販
売
さ
れ
、
現
在
も
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

第
３
編　
土
人
形
へ
の
誘
い

① 

日
本
土
人
形
資
料
館

　

平
成
元
年
に
東
山
に
オ
ー
プ
ン
し

た
日
本
土
人
形
資
料
館
。
中
野
土
人

形
を
は
じ
め
、
全
国
の
土
人
形
お
よ

そ
２
０
０
０
点
を
収
蔵
・
展
示
し
て

い
ま
す
。
資
料
館
で
は
、
土
人
形
の

絵
付
け
が
体
験
で
き
ま
す
。

② 

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
土
人
形
の
里
に
住
む
皆
様
に
、

土
人
形
の
伝
統
技
術
に
触
れ
、
そ
の

愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感
じ
、
一
人

ひ
と
り
の
中
に
土
人
形
の
里
と
し
て

の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」、

ま
た
、「
土
人
形
の
里  

信
州
中
野

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
の
一
助
に
つ
な
げ
た

い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
昨
年
度
、

第
１
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
、
同
様
の
目

的
で
第
２
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
、
３
部
門

で
合
計
３
２
３
点
。
去
る
２
月
18
日

に
審
査
会
を
行
い
、
次
の
と
お
り
各

賞
を
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
な
お
、
３
月
29
日
㈯
の
午

前
９
時
30
分
か
ら
表
彰
式
を
行
い
ま

す
。

《
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部
》

最
優
秀
賞

  

大
日
方
史
哉
さ
ん

優
秀
賞

  

児
玉
菜
々
子
さ
ん

  

宮
澤　

瞳
さ
ん

  

湯
本　

瑠
奈
さ
ん

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

最
優
秀
賞

  

押
鐘　

彗
さ
ん

優
秀
賞

  

浦
野
耀
太
さ
ん

  

春
原
彩
伽
さ
ん

  

中
島
愛
美
さ
ん

《
一
般
の
部
》

最
優
秀
賞

  

市
川
富
美
子
さ
ん

優
秀
賞

  

佐
藤
史
人
さ
ん

  

鈴
木
健
一
さ
ん

  

山
川
由
香
さ
ん

　

こ
の
ほ
か
、
佳
作
に
各
部
門
で
10

点
ず
つ
（
合
計
30
点
）、
特
別
賞
に

各
部
門
で
１
点
ず
つ
が
入
賞
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
示
会
】（
全
３
２
３
点
を
展
示
）

期
間　
３
月
29
日
㈯
～
４
月
１
日
㈫

会
場　

(

仮
称)

ま
ち
な
か
交
流
の
家

③ 

体
験
と
交
流
の
館

　

中
野
土
人
形
に
は
、
伝
統
技
法
に

よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
奈
良
家
、
西

原
家
が
制
作
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。２
つ
の
伝
統
の
人
形
以
外
に
も
、

川
口
氏
、
荒
井
氏
、
池
田
氏
が
作
る

創
作
土
人
形
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
市
内
の
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
新
た
な
創
作

制
作
者
も
誕
生
し
て
お
り
、
土
人
形

制
作
に
対
す
る
気
運
の
高
ま
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
土
人
形
制

作
者
と
土
人
形
制
作
体
験
を
希
望
す

る
方
、
土
人
形
に
関
心
の
あ
る
方
の

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
場
と
し

て
、
市
街
地
に
「（
仮
称
）
ま
ち
な

か
交
流
の
家
」
の
建
設
（
平
成
20
年

３
月
末
完
成
予
定
）
を
進
め
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
こ
の
施
設
を

活
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
街

地
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

第
4
編　
将
来
へ
の
展
望

　

昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
土
人
形

が
制
作
さ
れ
て
い
る
産
地
は
、
全
国

に
30
か
ら
40
ほ
ど
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
土
人
形
を
全
面
的
に
活

用
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

自
治
体
は
珍
し
い
で
す
。

　
「
月
の
兎
」
の
ロ
マ
ン
か
ら
巡
り

逢
い
の
地
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
中
野
市
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
、
市
民
の
皆
様
の
心
に
も
土
人

形
の
里
と
し
て
の
自
負
心
が
根
づ

き
、
好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ

れ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市役所 商工観光課 観光係（☎２２－２１１１内線２５９）問

 私たちは、土人形の温もりと愛らしさを
 　後世に伝えながら、土人形の里の気運が
 　　　　　高まっていくことを期待しています。

特集 土人形の里づくり事業

② 

巡
り
逢
い
の
丘

　

日
本
土
人
形
資
料
館
の
隣
に
は

「
巡
り
逢
い
の
丘
」
が
あ
り
、
こ
こ

に
は
「
月
の
兎
」
の
形
を
模
し
た

自
然
石
「
巡
り
逢
い
の
巨
石
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
巨
石
は
、
多
く

の
皆
様
の
巡
り
逢
い
の
願
い
を
込

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
置
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
込
め
た
願
い

を
納
め
て
い
た
だ
く
場
所
と
し
て
、

巨
石
近
く
に
岩
室
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
丘
か
ら
の
景
色
が
美
し

い
こ
と
か
ら
、
石
積
の
展
望
台
を

整
備
。
中
野
市
街
地
や
北
信
五
岳

の
山
並
み
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
県
が
１
９
９
９

年
に
選
定
し
た
「
信
州
の
サ
ン
セ
ッ

ト
ポ
イ
ン
ト
百
選
」
の
ひ
と
つ
に

選
ば
れ
て
お
り
、
美
し
い
夕
景
色

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

景
色
だ
け
で
な
く
、
東
山
は
桜

の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、こ
の
丘
に
も
ウ
コ
ン
桜
（
春
）

を
植
栽
し
ま
し
た
。
近
年
、
ア
ジ

サ
イ
（
夏
）
も
日
本
土
人
形
資
料

館
の
周
辺
で
千
株
ほ
ど
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
が
、
新
た
に
百
株
ほ
ど

を
植
栽
。
秋
に
は
紅
葉
が
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
モ
ミ
ジ
を
植
え
ま

し
た
。
春
夏
秋
と
季
節
ご
と
に
、

色
彩
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
月
の
兎
」
の
形
を
し
た

石
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
２
つ
設
置
。
自

由
に
の
ぼ
り
お
り
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
③ 

月
の
兎
の
応
援
団

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
土

人
形
の
里
づ
く
り
事
業
」。
そ
の
う

ち
、「
月
の
兎
活
用
事
業
」
で
は
、

関
連
グ
ッ
ズ
の
開
発
を
は
じ
め
、

巡
り
逢
い
の
巨
石
の
設
置
や
そ
の

周
辺
整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
各
種

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

事
業
を
さ
ら
に
発
展
・
拡
充
し

て
い
く
た
め
、
幅
広
い
市
民
の
皆
様

の
声
を
お
聞
き
し
、
そ
の
意
見
・
提

案
を
具
体
化
し
て
い
く
必
要
を
感
じ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
様
に
呼
び
か
け
、「
月
の
兎

の
応
援
団
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

応
援
団
員
は
現
在
、
高
校
生
や

市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

幅
広
い
年
代
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
い

た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
市
役
所
商

工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市川さんの作品 押鐘さんの作品 大日方さんの作品

ピンバッジ

お守り（３種類）

月の兎の運呼

ストラップ
（６種類）

ボールペン
（３種類）

※広報クイズに正解された方（５名様）にプレゼントがあります。詳しくは 22 ページへ。
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70
歳
～
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担

高
齢
者
医
療
制
度
が
見
直
し

　

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
※

の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
昨
年
の

制
度
改
正
で
は
、
平
成
二
十
年
四

月
か
ら
二
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一

割
負
担
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
三
月
中
に
新
た
な
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

後期高齢者医療制度が
　　　４月から始まります

75歳（一定の障害があると認定された方は65歳）以上の皆様へ

広報なかの 11 月号では、後期高齢者医療制度のしくみや対象者などを掲載
しました。今回は、保険料の算定や納め方についてお知らせします。

保険料のしくみ

保険料の納め方

　保険料は、後期高齢者医療制度の被保険者全員が納めます。
　保険料率は、長野県後期高齢者医療広域連合が 2年ごとに決定します。

◆保険料の決まり方
　保険料は被保険者全員が均等に負担する「均等割額」と、被保険者の
所得に応じて負担する「所得割額」の合計額になります。

ただし、
①所得が低い方は、保険料の「均等割額」が世帯の所得によって、７割・
　５割・２割軽減されます。
②社会保険等の被扶養者であった方は、新たに保険料を負担していただく
　ことになります。このため、制度加入時から２年間、所得割保険料を免
　除、均等割保険料を５割軽減とします。さらに、特例として、平成 20
　年４月から９月までは保険料は全て免除され無料となり、平成 20 年 10
　月から平成 21 年３月までは保険料の９割を軽減した額となります。

◆年金から差し引かれる人（特別徴収）
　対象者　年金が一定額以上の人
　納め方　年６回の年金の定期払いの際に、年金の受給額から保険料が差し引かれます。
　※ 4月上旬に「後期高齢者医療保険料特別徴収開始通知書」が送られます。

◆納付書で納付する人（普通徴収）
　対象者　①年金が年額 18 万円未満の人
　　　　　②介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人
　納め方　市から７月に送られてくる納付書で、納期内に指定金融機関で納めます。

仮　徴　収
４月（１期）６月（２期）８月（３期）

本　徴　収
10月（４期）12月（５期）２月（６期）

＋ ＝均等割額
35,787 円

所得割額（前年中の総所得金額－基礎
控除額 33 万円）×所得割率 6.53％

一人あたり
の保険料

　75歳(一定の障害があると
認定された方は65歳）以上
の方に、新しい「後期高齢者
医療被保険者証」を３月中に
お送りします。
　保険証には窓口負担割合が
記載されていますので、お医
者さんにかかるときは必ず提
示しましょう。

新しい
 保険証が
 交付されます

みほん

問い合わせ先　市役所 福祉課 国保医療係（２２－２１１１内線２９６）

に
据
え
置
か
れ
ま
す

１
割
2

2

2

※
す
で
に
三
割
負
担
を
し
て
い
た

　

だ
い
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定

　

の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除

　

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
(38)
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

　

四
月
か
ら
、
四
十
歳
か
ら

七
十
四
歳
ま
で
の
方
を
対
象

に
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
な
か
の

十
二
月
号
か
ら
二
月
号
掲
載
の

「
健
康
広
場
な
か
の
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

40
歳
～
74
歳
の
方
が
対
象

　

組
織
改
革
な
ど
に
よ
り
、現
在
、

市
役
所
本
庁
舎
三
階
に
あ
り
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局
（
学
校
教
育

課
と
生
涯
学
習
課
）
は
、
豊
田
支

所
へ
移
転
し
ま
す
。

　

豊
田
支
所
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
６
課
12
係
を
、
１
課
（
地
域
振

興
課
）
３
係
（
総
務
係
、
市
民
生

活
係
、振
興
係
）
に
統
合
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
南
宮
庁
舎
に
あ

り
ま
す
経
済
部
（
農
政
課
、
売
れ

る
農
業
推
進
室
、
商
工
観
光
課
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
、
産
業
誘
致

推
進
室
）
は
、
市
役
所
本
庁
舎
に

移
転
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
「
広
報
な
か
の
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

組織と、事務室の配置が
一部変わります。

４月から、お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

の
り
あ
い
君

　
「
だ
れ
が
考
え
た
か
、
便

利
な
方
法
で
自
宅
ま
で
来
て

く
れ
る
。
往
復
６
０
０
円
で

帰
り
は
申
し
訳
な
い
ほ
ど

だ
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
利
用
さ
れ
た
馬
場
恒

夫
・
敏
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
今

ま
で
は
自
分
で
車
を
運
転
し

通
院
し
て
い
た
が
、
冬
場
は
雪

が
あ
る
の
で
利
用
さ
れ
た
と
の
こ

と
。「
運
転
手
は
親
切
で
、
そ
の
間

全
部
人
ま
か
せ
で
安
全
第
一
だ
さ
。

利
用
し
な
け
り
ゃ
も
っ
た
い
な
い
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
利
用
登
録
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
内
線
２
９
５

タクシーに乗車する馬場恒夫さん

豊田支所 南宮庁舎

市役所本庁舎
教育
委員
会 経済部

「
お
出
か
け
し
て
ま
す
カ
ー
　
」
！

高丘地区で
  試行中！

利
用
者
に
聞
き
ま
し
た



平成20年３月号９ 平成20年３月号 ８

平
成
20
年
度
の
区
長
さ
ん
を

                    

ご
紹
介
い
た
し
ま
す

　昭和53年から中野市の健康づくりにご協力いた
だいている日野原重明氏の講演会です。
　ご参加いただき、健康づくりへの関心をさらに
高めていただければと思います。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

期　日　3月20日㈭　春分の日
時　間　開場　正午　　開会　午後1時
　　　　講演　午後1時10分～2時10分
場　所　市民会館ホール
演　題　『新しい健康の考え方と生き方の作戦』
入場料　無料

問い合わせ先　　市役所健康長寿課健康管理係
　　　　　　　　☎ (22)2111 内線 242

日野原 重明 氏

日野原　重明氏プロフィール
1911年　山口県山口市生まれ
1937年　京都帝大医学部卒業
1941年　聖路加国際病院の内科医となり、内科医  
　　　　長・院長などを歴任
　現在、同病院名誉院長・同理事長。聖路加看護大学
名誉学長・同理事長。(財)ライフ・プランニング・セ
ンター理事長。昭和53年から中野市の健康づくりに
参与。著書に『生きかた上手』『「新老人」を生き
る』など多数

　固定資産税納税義務者の方は縦覧期間内中に、自己所
有以外の他の土地や家屋の価格について縦覧できます。

縦覧期間
平成20年4月1日㈫～平成20年4月30日㈬
午前8時30分～午後5時30分
（土・日曜日、祝日を除く）

縦覧でき
る帳簿　

①土地価格等縦覧帳簿
　【所在、地番、地目、面積、価額】
②家屋価格等縦覧帳簿
　【所在、 家屋番号、 種類、 構造、 床面積、 価格】

縦覧でき
る方及び
縦覧申請
に必要な
もの　　

①固定資産税の納税者、納税管理人、納税者
　と同居の親族
　・納税通知書、課税明細書、運転免許証、
　　保険証、パスポート等のいずれか一つ
②固定資産税の納税者の代理人
　・委任状と、申請者と確認のできる書類

縦覧場所 市役所税務課及び豊田支所
縦覧手数料 無料（縦覧帳簿のコピーはできません）

　納税義務者の方は ｢自己の資産について記載された部分」を、
借地人 ･ 借家人の方などは ｢該当権利の目的である土地また
は家屋について記載された部分」を閲覧できます。

閲覧期間 通年　午前8時30分～午後5時30分
　　　（土・日曜日、祝日を除く）

閲
覧
で
き
る
方

固定資産税の納税義務者 当該納税義務に係る固
定資産

土地について賃借権その他の
使用又は収益を目的とする権
利を有する者

当該権利の目的である
土地

家屋について賃借権その他の
使用又は収益を目的とする権
利を有する者

当該権利の目的である
家屋及びその敷地であ
る土地

固定資産の処分をする権利を
有する一定の者

当該権利の目的である
固定資産

閲覧
申請
に必
要な
もの

①土地又は家屋に係る固定資産税の納税者
　・納税通知書、課税明細書、運転免許証、保険証、
　　パスポート等のいずれか一つ
②借地人、借家人
　・賃貸借契約書等と、申請者と確認のできる書類

閲覧場所 市役所税務課及び豊田支所

問い合わせ先　
　市役所税務課資産係　（☎�2111内線226）
　豊田支所総務課税務係（☎�3111内線113）

固定資産台帳の縦覧と閲覧ができます
縦 覧 制 度 閲 覧 制 度

　

税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税
額

が
減
少
す
る
事
で
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
を
控
除
し
切
れ
な
く
な
る

事
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
相

当
額（
控
除
し
切
れ
な
か
っ
た
額
）

を
申
告
に
よ
り
平
成
二
十
年
度
分

以
降
の
個
人
住
民
税
所
得
割
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
措

置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
確
認
を
し
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
十
一
年
か
ら
十
八

年
末
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、

次
の
①
ま
た
は
②
の
要
件
を
満
た

す
方

①
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
額

が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
借
入
金
特
別
控
除
可
能
額

が
、
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
な

り
、
控
除
し
切
れ
な
く
な
っ
た
方

②
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
可
能
額

が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
、
税

源
移
譲
前
で
も
控
除
し
切
れ
な

か
っ
た
が
税
源
移
譲
に
よ
り
控

除
し
切
れ
な
い
額
が
大
き
く

な
っ
た
方

申
告
期
限　

三
月
十
七
日
㈪

提
出
先　

市
役
所
税
務
課
課
税
係

（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

は
、
税
務
署
を
通
じ
て
提
出
）

添
付
書
類　

源
泉
徴
収
票
（
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は
除
く
）

そ
の
他　

申
告
は
毎
年
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

http://w
w

w
.city.nakano.

nagano.jp/city/zeim
u/index.

htm

　

ま
た
、「
広
報
な
か
の
」
十
一

月
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　

市
で
は
、
財
源
の
確
保
な
ど
を

目
的
に
、「
旧
中
野
平
中
学
校
」

跡
地
を
公
募
提
案
型
方
式
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
応
募
さ
れ
た
土
地

活
用
事
業
計
画
の
内
容
等
に
つ
い

て
、
意
見
を
頂
く
公
募
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
さ
れ
て

い
る
方
で
、
四
月
に
開
催
予
定
の

平
日
の
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
方
法　

売
却
後
の
旧
中
野
平

中
学
校
跡
地
の
利
用
に
望
む
こ
と

に
つ
い
て
、
ご
自
分
の
考
え
、
意

見
等
を
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
～

二
枚
に
ま
と
め
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
載

の
う
え
、
直
接
持
参
し
て
い
た
だ

く
か
、
簡
易
書
留
等
確
実
な
方
法

に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
三
月
二
十
八
日
㈮
必
着

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

（
合
否
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
三
八
三
｜
八
六
一
四　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

中
野
市
役
所
財
政
課
管
財
係　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

「
旧
中
野
平
中
学
校
」
跡
地
売
却
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
委
員
を
募
集
し
ま
す

３月２０日（木）　春分の日

　健 康 講 演 会　開催健 康 講 演 会

純
男
、
柳
沢
・
吉
見
博
雄
、
中
小

屋
・
山
岸
由
定
、
牧
ノ
入
・
稲
葉

武
治　

豊
津
地
区　

替
佐
・
小
橋
要
、
笠

倉
・
割
田
健
一
、
硲
・
小
林
和

彦
、
奥
手
山
・
佐
藤
春
雄
、
美

沢
・
髙
橋
博
幸

上
今
井
地
区　

上
今
井
・
神
田
融

二　永
田
地
区　

穴
田
・
割
田
恒
夫
、

毛
野
川
・
長
澤
昭
和
、
南
永
江
・

傳
田
弘
一
、
北
永
江
・
髙
野
良

之
、
梨
久
保
・
松
野
聰
太
郎
、
涌

井
・
北
澤
宏
和
、
親
川
・
北
澤
逸

雄
、
三
俣
・
市
川
一
行
、
赤
坂
・

荒
井
豊
、
豊
田
深
沢
・
清
水
敏
男

　　

二
月
二
十
二
日
㈮
、
平
成
二
十

年
度
の
定
期
総
会
を
、
県
中
野
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

各
役
員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

会
長　

岡
澤
一
雄

副
会
長　

上
原
泉
一
、
保
科
武

一
、
岩
下
宗
夫
、
髙
野
良
之

理
事　

涌
井
純
生
、
有
賀
勉
、
髙

橋
光
芳
、
武
田
廣
、
宮
沢
純
男
、

小
橋
要
、
神
田
融
二
（
敬
称
略
）

市
区
長
会
の
役
員
が

　
　
　
決
定
し
ま
し
た

延
徳
地
区　

桜
沢
・
清
水
保
德
、

大
熊
・
金
子
信
滿
、
北
大
熊
・
金

子
弘
史
、
小
沼
・
小
林
久
志
、
篠

井
・
宮
﨑
喜
久
夫
、
新
保
・
涌
井

純
生　

平
野
地
区　

西
江
部
・
小
林
武
一

郎
、
東
江
部
・
綱
島
邦
太
郎
、

泉
・
木
村
善
行
、
岩
船
・
小
林
茂

安
、
片
塩
・
田
中
勝
實
、
七
瀬
・

保
科
武
一
、
吉
田
・
遠
山
純
夫
、

長
嶺
・
髙
梨
政
延　

高
丘
地
区　

安
源
寺
・
市
村
尚

人
、
草
間
・
清
水
富
雄
、
日
和
・

小
橋
朝
男
、
立
ケ
花
・
樋
口
一

郎
、
牛
出
・
有
賀
勉
、
栗
林
・
松

島
吉
右
ェ
門
、
大
俣
・
阿
藤
威
德

長
丘
地
区　

田
麦
・
髙
橋
光
芳
、

厚
貝
・
吉
家
博
文
、
壁
田
・
宮
岡

信
夫
、
古
牧
・
髙
山
定
紀　

平
岡
地
区　

竹
原
・
武
田
廣
、
金

井
・
常
田
英
士
、
西
笠
原
・
塚
田

喜
久
、
東
笠
原
・
市
川
泰
司
、
新

井
・
藤
澤
博
一
、
若
宮
・
平
野
勝

雄
、
北
間
長
瀬
・
土
屋
德
公
、
南

間
長
瀬
・
久
野
一
男
、
長
元
坊
・

村
田
勇
一　

科
野
地
区　

赤
岩
・
北
村
忠
雄
、

深
沢
・
岩
下
宗
夫
、
越
・
片
所
友

法倭
地
区　

岩
井
・
小
林
德
昌
、
岩

井
東
・
清
水
重
一
、
田
上
・
宮
沢

　

区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
区
と
市
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

く
、
平
成
二
十
年
度
の
区
長
さ
ん

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
野
地
区　

中
町
・
中
村
亨
、
西

町
・
清
水
保
雄
、
東
町
・
綿
貫
勝

基
、
松
川
・
金
井
保
、
普
代
・
荒

井
隆
司
、
東
松
川
・
吉
谷
要
、
一

本
木
・
土
屋
好
文
、
栗
和
田
・
小

林
一
秋
、
西
条
・
岡
澤
一
雄
、
上

小
田
中
・
小
澤
進
、
下
小
田
中
・

中
沢
邦
次
、
東
吉
田
・
藤
巻
清
一

日
野
地
区　

間
山
・
上
原
泉
一
、

新
野
・
浦
野
良
平
、
更
科
・
梅
松

清
登
、
高
遠
・
田
川
延
次
、
東

山
・
山
本
修
一　



　

異
動
の
多
い
三
月
中
旬
か
ら
四

月
中
旬
の
日
曜
日
の
午
前
中
、
市

役
所
本
庁
に
お
い
て
、
休
日
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

 

実
施
日

　

 　

三
月
二
十
三
日

　

 　

三
月
三
十
日

　

 　

四
月
六
日

　

 　

四
月
十
三
日

　

 　

（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　

 

実
施
時
間　

　
　

 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　

 

正
午
ま
で

※
ご
不
明
な
点
は
、
市
役
所
（
☎

�
２
１
１
１
）
の
各
業
務
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
救
急

　
救
急
出
動
件
数
は
一
、五
六
二
件

　

市
内
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は
、

一
、五
六
二
件
（
前
年
比
、
中
野

消
防
署
管
内
一
二
二
件
増
・
豊
田

消
防
署
管
内
六
件
減
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人

数
は
、
一
、四
三
四
人
（
前
年
比
、

中
野
消
防
署
管
内
六
八
人
増
・
豊

田
消
防
署
管
内
三
三
人
減
）
で
、

市
民
の
約
三
二
人
に
一
人
が
救
急

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

原
因
別
で
は
「
急
病
」
が
最
も

多
く
一
、〇
五
三
件
、
次
に
「
一

般
負
傷
」
が
二
二
二
件
、「
交
通

事
故
」
一
四
五
件
と
続
き
ま
し
た
。

　
■
危
険
物
に
係
る
事
故

　

市
内
に
お
い
て
発
生
し
た
危
険

物
（
灯
油
等
）
の
漏
え
い
事
故
の

件
数
は
七
件
で
前
年
に
比
べ
七
件

の
減
で
し
た
。

　

発
生
原
因
の
多
く
は
、
小
分
け

中
の
監
視
・
管
理
・
確
認
不
十
分

の
人
的
要
因
が
五
件
で
、
物
的
要

因
に
よ
る
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

　

危
険
物
が
漏
え
い
す
る
と
火
災

の
危
険
や
地
盤
、
水
質
を
汚
染
し

て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
際
に
は
細
心
の
注
意

を
持
っ
て
安
全
確
保
に
努
め
、
も

し
漏
え
い
事
故
を
発
見
し
た
ら
い

ち
早
く
市
役
所
・
消
防
署
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災

　
市
内
で
二
二
件
の
火
災
が
発
生
！

　　

平
成
十
九
年
中
に
市
内
で
は
火

災
が
二
二
件
（
中
野
消
防
署
管
内

二
〇
件
、豊
田
消
防
署
管
内
二
件
）

発
生
し
、
前
年
に
比
べ
て
一
件
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
火
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が
八
件
、
林
野
火
災
が
五
件
、

そ
の
他
火
災
が
九
件
で
し
た
。

　

出
火
原
因
で
は
、「
原
因
不
明
」

な
も
の
と
、「
放
火
」「
コ
ン
ロ
取

り
扱
い
」、
な
ど
人
的
に
よ
る
も

の
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、消
防
法
が
改
正
さ
れ「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義

務
化
と
な
り
ま
し
た
の
で
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
災
の
な
い
中
野
市
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
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○市民課関係
届　出　の　種　類 必 要 な も の 説　　　　明

市外へ住所を移すとき

（引越しをする前に）

⑴転出届
　（市民課・市民環 
    境課にあります）

・転出先の住所・世帯主を市民課窓口または豊田支所市民
環境課窓口へ届出いただきますと転出証明書を交付しま
す。転出証明書は転出先市町村窓口で転入の手続きの際
に提出してください。

⑵印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください。

⑶その他

・印鑑登録してある方は、印鑑登録証をご持参ください。
・国民健康保険の加入者の方は、保険証をご持参ください。
　【学生が転出する場合は、在学証明書をご持参ください

（間に合わないときは後日でも結構です）】

市外から中野市へ住所を

移すとき(引越してから

14日以内）

⑴転出証明書 ・今まで住んでいた市区町村窓口からあらかじめ交付を受
けてください。

⑵転入届 ・中野市での住所の地番・行政区・世帯主を確認して届け
出てください。

⑶印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください。

⑷その他 ・中野市で国民健康保険に加入する方は、お申し出ください。
・国民年金の加入者の方は、年金手帳をご持参ください。

市内で住所を移すとき

（引越してから14日以内）

⑴転居届
　（市民課・市民環
　 境課にあります）

・新しい住所の地番・行政区・世帯主を確認して届け出て
ください。

⑵印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください。
⑶その他 ・国民健康保険の加入者の方は、保険証をご持参ください。

会社などをやめて国民健
康保険、国民年金に加入
するとき（14日以内）

⑴印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください。

⑵その他 ・年金手帳、職場の健康保険をやめた証明書をご持参くだ
　さい。

会社などに就職して国民
健康保険、国民年金をや
めるとき（14日以内）

⑴印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください。

⑵その他 ・国民健康保険の保険証をご持参ください。
・社会保険の保険証をご持参ください。

※届出の際に、届け出た方の本人確認をしますので、運転免許証等の写真付き身分証明書をお持ちください。
なお、届出人が別世帯の場合は、本人の委任状が必要です。

　問い合わせ先　市役所市民課窓口係（☎（２２）２１１１内線２３６）
　　　　　　　　豊田支所市民環境課（☎（３８）３１１１内線１３２）

○上下水道関係 　※上下水道課の窓口(本庁舎２階または豊田支所)で受付しています

届　出　の　種　類 届 出 に 必 要 な も の
手　数　料 電話 

受付地域 金額 ( 件 )

転居するとき 

( 水道の使用を止めるとき )

印鑑、手数料
※電話で届出される場合は、水道を止

める日、料金の精算の方法、転出先
の住所、連絡先をお知らせください

中野 ― ○

豊田 1500 円 ×

入居するとき 

( 水道を使い始めるとき )

印鑑、手数料など
※料金を口座から振替する場合は、口

座番号、印鑑をお願いします

中野 500 円
×

豊田 1500 円

所有者 ( 使用者 ) が変わるとき ( 市
民課等に届出を出されても水道等
の名義の変更はできません。)

印鑑、土地建物等を購入した場合は売
買契約書の写しなど ― ×

※土・日曜日、祝日は、閉庁のため届出の受付及び水道の開栓、閉栓の対応はできませんので、事前に届出
をしてください(ただし、3月23日・30日、4月6日・13日の午前中は除く)

　問い合わせ先　市役所上下水道課営業係（☎（２２）２１１１内線２８４）
　　　　　　　　豊田支所上下水道課上下水道係（☎（３８）３１１１内線１６２）

３・４月は、就職や進学、転勤等で引っ
越しをする人が多く、窓口が混み合いま
すので、手続きは早めに行いましょう。

転居等の手続きはお早めに

◇　取　り　扱　う　業　務　◇
担 当 課 業　務　内　容 担 当 課 業　務　内　容

市民課

・戸籍謄本・抄本、除籍、改正
原戸籍に関する証明書の交付

・住民票の写し、戸籍の附票、
住民票記載事項証明書の交付

・印鑑登録・廃止の申請の受
付、印鑑登録証明書の交付

・戸籍の届出（出生、死亡、婚
姻、離婚、転籍、養子縁組
等）の受付

・住所異動届の受付
・国民年金の一般申請免除、学

生特例免除申請の受付
・税関係証明書の交付

福祉課

・国民健康保険加入、喪失手続
・福祉医療申請（乳幼児除く）、

身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、障
害者児福祉サービスの受付

子育て課
・児童手当申請受付
・乳幼児等医療費給付申請受付
・子育て用品給付申請受付

保育課 ・保育所入所・退所手続
・保育料の収納

上下水道課 ・水道の開閉栓手続
・上下水道料金の収納税務課 ・市税の収納

※他市町村、関係機関等に確認を必要とする業務は取り扱いできません。

休
日
窓
口
業
務 

を
実
施
し
ま
す
！

休
日
窓
口
業
務

平成19年中の事故の件数
－適切な初期消火、迅速な通報が
　　　　　　　生命や財産を守ります－

火災・救急・危険物



　このたび、標準小作料を改訂しました。この標準小作
料は、平成20年４月１日からの適用とし、今後の賃借料
の目安となるものです。

※・梨は、りんごに準ずる。
　・収量は算定に当たっての参考です。
　・標準小作料は、中野市全域を定めた基準（目安）で
　　あり、農地の面積、形状、傾斜、耕作作業条件等の
　　実情を考慮して、当事者間の協議により増減するこ
　　とができます。

問い合わせ先　農業委員会事務局（☎�2111内線322）

 

信
州
中
野
「
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
」

う
れ
し
い
春
の
お
祝
い
返
し
に

 

信
州
中
野
「
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

は
い
か
が
で
す
か

「
軌
跡
を
つ
な
い
で
看
る
」

　

Ａ
君
は
小
学
生
で
す
。

　

母
親
は
一
歳
半
ば
過
ぎ
の
Ａ

君
の
様
子
を
看
な
が
ら
「
目
の

あ
わ
せ
方
、
泣
き
方
、
言
葉
遣

い
等
何
か
違
う
ぞ
」
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
家
族

を
困
ら
せ
る
こ
と
も
な
く
成
長

し
、
保
育
園
に
入
園
し
ま
し
た
。

　

園
の
生
活
で
は
、
一
人
遊
び

が
多
く
、
友
達
に
手
を
出
す
な

ど
の
行
動
が
見
ら
れ
、
先
生
方

は
Ａ
君
の
苦
手
な
部
分
を
「
鬼

ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
等
」
仲

間
遊
び
の
中
で
伸
ば
す
こ
と
で
、

ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
へ
入
学
す
る
と
、
席

に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
暴
れ
る
な

ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
母
親
は

周
囲
の
親
や
先
生
方
か
ら
「
親

の
し
つ
け
方
が
悪
い
、
本
人
の

わ
が
ま
ま
」
等
の
中
傷
を
受
け
、

つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
相
談
室
で
は
、
母
親

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
専
門
医

に
よ
る
診
断
、
学
校
と
保
護
者

が
情
報
を
共
有
し
、
Ａ
君
の
苦

聞
い
て
！
見
て
！
味
わ
う
！

　
食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
大
盛
況

　
～
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

　
　
料
理
に
三
百
人
が
舌
鼓
～

　

食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
二
月
九

日
㈯
に
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な

か
の
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
き
の

こ
や
果
実
の
一
大
産
地
か
ら
、

地
元
の
安
全
食
材
を
使
っ
た
食

を
広
め
、
食
と
健
康
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
な

ど
で
お
な
じ
み
の
食
文
化
史
研
究

家
、
永
山
久
夫
さ
ん
が
「
野
菜
は

日
本
人
の
百
歳
食
」
～
野
菜
と
き

の
こ
で
お
い
し
い
話
～
と
題
し
て

講
演
。
老
化
し
に
く
い
食
べ
物
の

紹
介
や
、
楽
し
く
笑
う
こ
と
が
健

康
で
長
生
き
の
秘
訣
で
あ
る
な
ど
、

愉
快
な
語
り
口
に
会
場
内
は
笑
い

声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

料
理
の
実
演
で
は
、
料
理
研
究

家
の
横
山
タ
カ
子
さ
ん
が
、
き
の

こ
や
果
物
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
を
紹
介
。
身
近
な
食
材
と

本
物
の
調
味
料
で
料
理
を
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
話
を
さ
れ
、
参

加
者
は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
横
山
さ
ん
の

料
理
と
歴
代
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
を
併
せ
、
十
品
を
試
食
。

素
材
の
味
が
生
き
て
い
て
お
い

し
い
、
自
宅
で
も
作
っ
て
み
た

い
と
大
好
評
で
し
た
。

　

食
の
安
全
に
感
心
が
高
ま
る

中
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。▲試食会の様子
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手
さ
や
発
達
的
視
点
を
理
解
す

る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
Ａ
君
は
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
Ａ
君
の
よ
う
な
発
育

発
達
に
課
題
を
持
つ
お
子
さ
ん

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
同

じ
名
前
の
症
状
で
も
、
一
人
ひ

と
り
特
徴
が
異
な
り
ま
す
が
、

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ａ
君

の
よ
う
に
本
人
を
取
り
巻
く
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
課
題
を

ク
リ
ア
す
る
力
が
習
得
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
は
連
続
的
な

過
程
で
あ
り
、
心
身
の
発
達
は

環
境
の
中
で
育
ま
れ
、
次
の
発

達
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

従
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
発
達
課
題
に
つ
な
が
る
環
境

づ
く
り
を
専
門
機
関
の
支
援
を

得
て
絶
え
ず
求
め
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

本
人
を
と
り
ま
く
環
境
設
定

の
失
敗
に
よ
っ
て
発
達
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
設
定

し
た
環
境
要
素
に
よ
っ
て
ど
う

発
達
し
た
か
を
絶
え
ず
つ
な
げ

て
看
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役

所
子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談

係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
７
８
）

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、春
・

夏
に
美
味
し
い
農
産
物
（
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
・
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
ハ
ウ
ス
巨

峰
な
ど
）
や
加
工
品
（
地
酒
・
ワ

イ
ン
・
味
噌
・
醤
油
な
ど
）
は
も

ち
ろ
ん
、
市
内
で
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
や
温
泉

入
浴
券
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
を

取
り
揃
え
た
、
信
州
中
野
「
ま
ご

こ
ろ
の
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
し
た
。 　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
期
間
を
定
め

て
商
品
と
引
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
定
額
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
す
。

　

お
誕
生
日
や
結
婚
の
お
祝
い
、

そ
し
て
退
職
記
念
や
ご
入
学
祝
い

の
お
返
し
な
ど
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
贈
る
人
と
贈
ら
れ
る
人
の
心
の

絆
を
結
ぶ
贈
り
物
に
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
の
金
額

三
、
一
五
〇
円
（
税
込
）

カ
ー
ド
有
効
期
間　

八
月
三
十
一
日
㈰
ま
で

取
り
扱
い　

中
野
市
振
興
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９ 

）

▲今回発行した
　　　　まごころのカード

▲永山久夫さん

　

岩
船
区
で
は
、
㈶
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
）
の
助
成
を
受
け
て
、
太
鼓
、

簡
易
印
刷
機
、
簡
易
収
納
倉
庫
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
近
年
住
民
の
転
入

が
多
く
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
太
鼓
の
更
新
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
通
知
、
チ
ラ
シ
等
作
成

の
た
め
の
簡
易
印
刷
機
の
導
入
、

祭
り
道
具
等
区
備
品
収
納
倉
庫
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
地
域
の
伝
統
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
導

入
・
設
置
は
区
民
の
願
い
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
事
業
に
よ
り
、
他
地

　

市
で
は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
を
受
け
た
、
㈶
日
本
防
火
協

会
・
㈶
日
本
消
防
協
会
か
ら
助
成

を
受
け
、
民
間
防
火
組
織
及
び
女

性
消
防
隊
の
活
動
を
支
援
す
る
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
区
で
組
織
さ
れ
る

「
婦
人
消
防
隊
」
は
、
「
自
分
の

と
こ
ろ
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
防
火
、
防
災
活
動
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
民
間
防
火
組
織

及
び
婦
人
消
防
隊
の
育
成
強
化
を

図
る
た
め
の
助
成
を
行
い
、
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普

及
宣
伝
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

助
成
物
品

【
㈶
日
本
防
火
協
会
】

・
初
期
消
火
訓
練
資
機
材　

一
基

【
㈶
日
本
消
防
協
会
】

（適用期間　平成20年４月～平成23年３月）
農　　地　　の　　区　　分 標準小作料

種
別

等
級 収量（10ａ当り） （10ａ当り）

上 540ｋｇ以上 １５，０００円
田 中 480～539ｋｇ １１，０００円

下 480ｋｇ未満 　８，０００円
普 上 ９，０００円
通 中 ６，０００円
畑 下 ４，０００円
り
ん
ご

上 基準収量　ふじ3,000㎏ ２２，０００円
下 基準収量　ふじ2,500㎏ １７，０００円

桃 基準収量　　　2,800㎏ ２０，０００円
ぶどう 基準収量　巨峰1,400㎏ ２５，０００円

アスパラ 基準収量　　　  500㎏ １５，０００円

○中野市標準小作料○
　標準小作料は、農地法２３条で「農業委員会が定める
ことが出来る」となっています。
　標準小作料の改訂は設定後３年を経過した時、また、
小作料設定の基礎となった重要事項に著しい変動が
あった時は改訂するとなっていて、前回、平成１７年に
設定してから３年を経過することから、平成２０年１月
農業委員会会議において協議した結果、諸般の事情を
考慮する中で、今回は料金については改訂せず賃貸借
が容易に出来るよう、文章を付け加えました。

標準小作料を改定しました

・
女
性
消
防
隊
の
活
動
備
品

　

小
型
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ　

三

台
、
法
被　

四
十
八
着
、
消
防

用
ホ
ー
ス　

三
十
四
本

宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

女
性
消
防
隊
員
の
活
動
備
品
を
整
備

▲初期消火訓練資機材
　「テストセンセイ」

コミュニティ助成事業により

域
か
ら
の
住
民
の
転
入
が
特
に
多

い
同
区
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
振
興
が
一
層
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲

新
調
さ
れ
た
太
鼓

岩船区で

を整備

太鼓　簡易印刷機
簡易収納倉庫



　中学生になると、身体の急激な発達と変化、そ
　れに伴ってみられる気持ちの揺れを乗り越えな
　がら人間性を開花させていく

　小学生の時まで見られた心身の安定が崩れて、子
どもでなく大人でもない姿を見せてきます。

　この時期の特徴として、
身体の変化も含めて「自己」
に関心を強く持つように
なります。友だちは自分を
どう見ているのか、友人と
比べて自分はどうなのか気
にするようになります。ま
た、想像力が発達し、感動
を呼び起こす力を強めてき
ます。気持ちが未来に向っ
て開かれ、夢や目標を持っ

て学習や運動にエネルギーをぶつけていき、また友
や先生との心の交わりも心を育んでいきます。

　なぜ勉強するのか、自分にとって納得のいく答
　えを見つけ出そうとする意識が見られるように
　なる

　学習が生活の中心に座ってくる中で、思うように
いかない学習成績や、自分を厳しく律して取り組む
期末テストなどを経験していくと、何のために勉強
しなければいけないのかという疑問を持ってくるよ
うになります。また、自分のために、将来のために
なぜと通り一遍の理由付けでは納得できなくなって
きます。友や先生と話し合ったり、考える資料の提
供を受けたりしながら、自分に納得のいく前向きな
思考の答えを見つけ出してくるようになります。

　今までに身につけてきた知識や体験をもって自
　分を見つめ、歩みゆく未来への自分を発見しよ
　うとする

　高校生の年代（青年中期）は、自分はどういう人
間であるのか、社会のどこに立ってこれからどうい
う役割と目標に向って歩いていこうとするのかな
ど、今まで学習してきた力 ( 体験 ) をもって、自分
自身と深く向き合い、歩んでいく人生の意味と価値
を見極めていく時期であります。この年代は、もっ
とも純粋に価値を追い求め、これに従って生きよう
とするからこそ、「歩みゆく未来への自分発見」が
課題となってくるのです。
　しかし、今の青年中期の子どもたちは、学歴社会
志向の中に生活していることから、この青年中期の
課題への取
り組みが弱
く、青年後
期へ先送り
されている
ことが多く
なっていま
す。
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－子どもの育ちに寄せる願い－ 終章　ふり返ってもう一度考えてみましょう(２)
　平成19年の４月から今年１月まで10回にわたって、子どもの成長過程を見つめてきました。も
う一度ふり返って成長過程の節々で大切にしていきたいことを取りあげてみました。

　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境
基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習な
どについて紹介しています。また、皆様からの情報の
提供をお待ちしています。
　第12回の今月は、市民環境会議の活動をご紹介します。

　環境基本計画を行

動に移し、実行して

いくためには、行政

だけではなく、市民

の皆さんや事業者の

参加・協働による総

合的な環境対策の推

進が不可欠です。

　このため、計画策定の段階から環境に対する意見を

いただき、反映させていくため、公募等によりお集ま

りいただいた18名の市民の皆さんによる「市民環境会

議」を平成18年６月に立ち上げました。以降毎月、ワ

ークショップ形式による討論など、夜遅くまで熱心な

　意見交換をし、全

　21回の会議を開催

　してきました。す

　べての会議はボラ

　ンティアで、１回

　も欠かさず参加さ

　れた方もおられま

　　　　　　　　　　　　　　　　した。

12

第五章「青年前期の育ち」から●●

第六章「青年中期の育ち」から●●

○学校に関する制度（学制）ができてから130年
余が過ぎましたが、時代の推移・社会の変化に
よって、学校の果たす役割や目的はどのように
移り変わり、移り変わっていくのでしょうか
○学校は、それぞれの郷土に根をおろし、どのよ
うに学校を支え、伝統を育んできたのでしょうか
○社会構造・生活環境の変化等により、学校の様
子はどのように変遷してきたのだろうか、また
どのように変わっていくのでしょうか
○大きい学校、小さい学校での学習指導、学校生
活の様子はどのような状況にあるのでしょうか
○中野市において、児童生徒数が減少の方向にあ
るとき、将来のより良い学校づくりをどのよう
に考えていったらよいのでしょうか
　　など（小・中）学校に向けられる問いが発せ
られてきています。
　今年度と同様、毎月１回、計12回にわたって、
　みんなで考え合う資料を発信していきます。

テーマ　－子どもが育ち行く一つの環境・
　　　　　「学校」を見つめる－

平成20年度
「教育委員会だより」について 　

春
の
新
芽
が
芽
吹
き
、
こ
れ
か

ら
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
を
迎
え

ま
す
。

　

前
年
は
、
同
時
期
に
市
内
各
地

に
お
い
て
山
火
事
が
多
発
し
ま
し

た
。

　

森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全
を

図
る
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
て

山
火
事
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
の
起
こ

　

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き

は
、
完
全
に
消
火
し
て
く
だ
さ

い
。

③
風
の
強
い
時
及
び
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
時
は
、
た
き
火
、
火

入
れ
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
耕
地
林
務
係

☎
�
２
１
１
１
1
（
内
線
２
５
１
）

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
（
死
亡
当

時
）
で
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

戦
没
者
一
人
に
対
し
、
ご
遺
族
の

う
ち
ど
な
た
か
お
一
人
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
四
十
万
円
、
十

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
三
月
三
十
一
日
㈪
ま
で

請
求
の
優
先
順
位

①
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ
っ

た
次
の
方
。
❶
父
母
❷
孫
❸
祖

父
母
❹
兄
弟
姉
妹
（
平
成
十
七

年
四
月
一
日
現
在
、
婚
姻
に
よ

り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
ま
た

は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
）

④
上
記
③
以
外
の
❶
～
❹
の
方

⑤
上
記
以
外
の
三
親
等
内
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
一

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
）

　　

請
求
す
る
方
に
よ
っ
て
、
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

◆
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
特
別
弔
慰
金
を
受
け
て
い
た

人
が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、

　

そ
の
家
族
が
請
求
で
き
る
の
？

Ａ
請
求
は
、
上
記
の
特
別
弔
慰

金
の
優
先
順
位
①
～
⑤
の
順

番
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

し
も
そ
の
家
族
の
方
が
請
求

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
（
た
だ
し
、
平
成
十
七
年
四

月
一
日
以
降
に
請
求
で
き
る

方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

相
続
人
が
請
求
で
き
ま
す
）

Ｑ
請
求
者
が
遠
く
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
近
く
に
住
ん
で
い

　

る
人
が
請
求
し
て
も
い
い
の
？

Ａ
優
先
順
位
が
あ
る
の
で
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
た
だ
し
、
生
死
が
不
明
な

ど
、
特
別
の
場
合
に
は
請
求

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

Ｑ
請
求
の
手
続
き
は
ど
こ
へ
す

る
の
？

Ａ
請
求
す
る
人
の
住
所
地
の
市

町
村
役
場
で
す
。

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
　
　
三
月
三
十
一
日
㈪
で
終
了
で
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

山
火
事

▲ラフティングによる自然観察会

▼

市
民
環
境
会
議
の
様
子
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介
護
予
防
の

  

情
報
か
わ
ら
版

地域包括支援センターは、元気な地域づくりのお手伝いをさせていただきます

正
し
く
知
ろ
う 

認
知
症

　

現
在
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
者
の
２
人
に
１
人
が
認
知
症
を

も
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
野

市
で
は
要
介
護
者
が
１
３
３
４

人
、要
支
援
者
が
３
２
９
人
お
り
、

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
要
介
護

認
定
者
・
認
知
症
高
齢
者
の
人
数

は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
理
解
は
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
介
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
が
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
で
、
不
安
や
負
担
、

虐
待
な
ど
の
問
題
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
高
齢
者
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

◆
認
知
症
の
お
年
寄
り
に

　

接
す
る
基
本
◆

る
。

　

介
護
す
る
側
と
高
齢
者
と
で
は

時
間
の
流
れ
が
違
い
ま
す
。
言
葉

か
け
、
誘
導
な
ど
は
「
意
識
的
」

に
ゆ
っ
く
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
根
気
よ
く
繰
り
返
し
答
え
る
。

　
「
つ
い
さ
っ
き
」
の
話
を
忘
れ

て
し
ま
う
た
め
、
同
じ
事
を
何
度

も
聞
い
て
き
ま
す
。
怒
ら
ず
に
答

え
ま
し
ょ
う
。

③
簡
潔
に
伝
え
る
。

　

一
度
に
い
く
つ
も
の
こ
と
を
話

す
と
混
乱
し
ま
す
。
情
報
を
伝
え

る
と
き
は
、
単
純
な
内
容
で
順
を

追
っ
て
一
つ
ず
つ
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④
感
情
は
伝
わ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
。

　

物
事
を
認
識
す
る
機
能
は
低
下

し
ま
す
が
、
感
情
の
働
き
は
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
先
輩

と
し
て
、
敬
意
を
も
っ
て
接
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
高
齢
者
の

人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
月
26
日

に
「
認
知
症
を
考
え
る
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、
上
田
市

「あなたのことを気にかけていますよ」「安心してね」
という心の言葉を、認知症の方の心にどうやったら届
くのか、それを考えることが重要です。

介護予防はお口から
～口腔ケアは元気の秘訣～

こんな症状はありませんか？ ～こんな人はお口の元気がありません～

①ご自分の口の中の状態を確認します。
　毎日実践できるケア方法を学びます。

②口の力や働きを高める簡単な体操を、
　自宅で毎日行います。（約５分間）

③実際に食べながら、食べる楽しみを
　再確認します。

　いきいき健診で生活機能をチェックし
て、該当になった方を対象に「お口きたえ
て体も元気教室」を開催しています。
　１コース６回で、
期間は３カ月となっ
ています。

　しっかり咬み、会話や食事を楽
しめることは毎日いきいき元気に
過ごすために大切なことです。し
かし、体は元気でも口の中は元気
がないという方は多いです。
　年齢とともに現れる『老化』は
ある程度仕方のないことです。し
かし、そのまま放っておかず、日
常生活における老化のサインを早
期に発見し、元気なうちから生活
の中のちょっとした工夫をするこ
とで、健康を維持していただきた
いものです。

問い合わせ先　地域包括支援セン
ター（☎�２１１１内線３６６）

お口の元気がないとこんな危険を招く！

　○誤
ごえんせい

嚥性肺炎
　
　○食事がおいしく食べられない
　　（低栄養）
　
　○噛めないことによる脳への刺激の低下

「お口きたえて体も元気教室」 参加者より

３カ月間の実践の効果

Ａさん75歳男性

参加後のAさんの満足度
★夜中に水を飲まなくて済むようになり、ぐっすり、
　眠れるようになった。
★むせがなくなったので、安心して食べられ、食事が
　おいしくなった。
★体が楽になり活動的になった。
★簡単な体操や口腔ケアを毎日続けることで、老化だ
　からとあきらめていたことがよくなってうれしい！

参加前のＡさんの話
★むせやすく、肺炎をやっているので心配。
★口の渇きが常に気になる。
★歯石があり、歯科への通院が必要。

半年前に比
べ、固いも
のが食べづ
らくなった

口の渇きが
気になる

お茶や汁物
でむせるこ
とがある

 「お口きたえて体も元気教室」

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
じ
ろ
べ
ー
理
事

長
の
中
澤
純
一
氏
を
お
招
き
し
、

「
地
域
で
支
え
あ
う
～
こ
の
ま
ち

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
１
８
０
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
認
知
症
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
ご
家
族
や
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
職
員
の
お
話
・
講
演
を
通
し

て
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
認
知
症
状
が
ど
う
し
て
あ

ら
わ
れ
る
の
か
、
認
知
症
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
方
が
暮
ら
し

や
す
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

何
を
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
業
を
続

け
て
い
き
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
意
識
の
あ
り
方
の
普

及
・
啓
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
た
ら
、
ま
ず

は
受
診
や
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
や
悩
み
な
ど
は
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
医
療
機
関
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

３
６
６
）

ＮＰＯ法人やじろべー理事長の
中澤純一氏による講演

認知症の方の介護に携わる皆さ
んによるシンポジウム



国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

前
納
割
引
が
お
得
で
す

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

遺
族
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

平成20年３月号19 平成20年３月号 18

　国民年金は、国が運営する公的年金です。２０ 歳から ６０ 歳までのすべての
方が公的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり
老齢基礎年金を受け取ることができるほか、けがや病気、万が一のときも
障害基礎年金、遺族基礎年金が受け取れます。
　保険料を納付して、年金を受け取ることは、義務であり権利です。

国民年金特集
～３つの基礎年金があります～

2008

老
齢
基
礎
年
金
は
、

　

何
歳
か
ら
、
い
く
ら

　

受
け
取
れ
ま
す
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

（
加
入
可
能
年
数
40
年
）
の
保
険

料
を
す
べ
て
納
め
る
と
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。（
下
表
参
照
）

※
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

　

間
に
任
意
加
入
（
第
２
号
被
保

　

険
者
を
除
く
）
を
し
て
、
満
額

　

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

◆
繰
上
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
請
求
し
た
時
点
に
応

じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
繰
下
げ
受
給

　

希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
、
繰
り

下
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
た
時
点
に
応
じ

て
年
金
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

老齢基礎年金の年金額（満額）＝年間 792,100 円（月額 66,008 円）

※付加保険料を納めた期間がある場合は、「200 円×付加保険料納付月数」が
　老齢基礎年金に上乗せされます。

792,100 円 ×
（平成 20 年度） 40 年（加入可能年数）× 12 月

保険料
納付済月数

全額免除
月数× 2/6

４分の１納付
月数×3/6

半額納付
月数× 4/6

４分の３納付
月数×5/6＋ ＋ ＋ ＋

（計算式）

障
害
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

条
件
そ
の
１
（
初
診
日
）

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
前
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
期
間
中
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
後
で
も
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
間
に
、
障
害
の
原
因
と
な
る

病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

条
件
そ
の
２
（
障
害
の
程
度
）

　

障
害
の
程
度
が
、
20
歳
に
達
し

た
と
き
、
ま
た
は
障
害
認
定
日
に

お
い
て
、
国
民
年
金
の
障
害
等
級

１
級
ま
た
は
２
級
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

条
件
そ
の
３
（
保
険
料
納
付
）

　

次
の
保
険
料
納
付
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

　

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

　

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

　

免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が

　

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
初
診
日
が
平
成
28
年
４
月
１
日

　

前
に
あ
る
と
き
は
、
初
診
日
の

　

属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
直

　

近
の
１
年
間
に
、
保
険
料
の
未

　

納
期
間
が
な
い
こ
と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
に
あ
る
と
き

　

は
、保
険
料
納
付
要
件
は
不
要
。

　

傷
病
（
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
）
に
つ
い
て
、
初
め

て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療

を
受
け
た
日
を
い
い
ま
す
。

※
同
一
傷
病
で
転
医
が
あ
っ
た
場

　

合
は
、
一
番
初
め
に
診
療
を
受

　

け
た
日
が
初
診
日
。

障害基礎年金の年金額

※18歳到達年度の末日までの間にある子（また
　は１級・２級の障害の状態にある20歳未満）
　がある場合、加算されます。

１級障害　990,100 円＋子の加算額
（平成 20 年度）

２級障害　792,100 円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,900 円
子３人目から…（子１人につき）　75,900 円

　

障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
の
こ

と
で
、
そ
の
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら

起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内

に
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
場
合
（
症

状
が
固
定
し
た
場
合
）
は
そ
の
日

を
い
い
ま
す
。

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

　

間
に
死
亡
し
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

　

た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　

た
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が

　

死
亡
し
た
と
き
。

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

　

間
を
満
た
し
て
い
る
方
が
死
亡

　

し
た
と
き
。

保
険
料
の
納
付
要
件

　

前
記
①
ま
た
は
②
の
場
合
は
、

死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
と
き

は
、そ
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免

除
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分

の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
死
亡
日
が
平
成
28
年
３

月
末
日
ま
で
の
と
き
は
、
死
亡
し

た
方
が
65
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
直
近
１
年
間
に
、
保
険
料
の
未

納
期
間
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
？

　

18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
子
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が

対
象
で
す
。
死
亡
し
た
当
時
、
胎

児
で
あ
っ
た
子
も
出
生
以
後
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

生
計
維
持
と
は
？

　
「
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方
」
と
は
、

死
亡
当
時
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
、
年
収

８
５
０
万
円
の
収
入
を
将
来
に
わ

た
っ
て
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

遺族基礎年金の年金額

子のある妻に支給されるときは、
（平成 20年度）

　　792,100 円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,900 円
子３人目から…（子１人につき）　75,900 円

子に支給されるときは、
　　792,100 円＋２人目以降の子の加算額
　　（子の数で割った額が１人あたりの額）

　

国
民
年
金
の
独
自
給
付
と
し
て

「
寡
婦
年
金
」
と
「
死
亡
一
時
金
」

が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金
と
は
？

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入

被
保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
夫

と
の
婚
姻
関
係（
事
実
婚
を
含
む
）

が
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る
妻
に

対
し
て
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の

間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年

金
の
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
し
た

額
の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

　

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た
場
合

　

は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
？

　

死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

が
３
年
以
上
あ
る
方
が
死
亡
し
た

と
き
に
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

遺
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
順
番
で
、
死
亡
し
た
と
き
に
生

計
を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
す
。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

　

方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
ど
ち

　

ら
か
一
方
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
口
座
を
お
持
ち

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社

会
保
険
事
務
所
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

　

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

　

険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

◆問い合わせ先
　「ねんきんダイヤル」
　　☎０５７０－０５－１１６５
　　　※平日８：３０～１７：１５
　市役所市民課国民年金係
　　☎２２－２１１１（内線２３７）
　豊田支所市民環境課市民環境係
　　☎３８－３１１１（内線１３５）
　長野北社会保険事務所
　　☎０２６－２４４－４１００

初
診
日
と
は
？

障
害
認
定
日
と
は
？

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分
現金支払（前納）
【割引額】

８５，７６０円
７００円お得

１６９，８５０円
３，０７０円お得

口座振替（前納）
【割引額】

１４，３６０円
５０円お得

８５，４８０円
９８０円お得

１６９，３００円
３，６２０円お得

現金支払（月々） １４，４１０円 ８６，４６０円 １７２，９２０円

国民年金の保険料（平成 20 年度）



人権教育講座

▲差別のない明るい中野市の実現を目指しましょう

高野辰之忌
▼辰之博士の功績をたたえ、しのびました

　平成18年度に策定した「中野市農村女性夢プラン」を
テーマに、２月20日、中央公民館において、第１回中野
市農村女性フォーラムが開催されました。
　当日は、ＪＡ中野市青年部の芦沢孝幸さんの元気の出
る講演のほか、フリージャーナリストの内山二郎さんと
市内で活躍される５名の農業を担う女性によるパネル
ディスカッションを、会場の皆さんにも参加いただきな
がら行い、いきいき農村女性ライフについて考えました。

第１回中野市農村女性フォーラム

▲会場の皆さんといきいき農村女性ライフについて考えました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します
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地域史講演会

▲柳沢遺跡の調査速報に大勢の方が来場されました
　２月９日、市民会館41号会議室において、地域史講演
会「銅戈の発見された遺跡～中野市柳沢遺跡調査速報」
を開催しました。
　当日は、市内外から約150名の方が来場する中、県埋
蔵文化財センターの上田典男調査第一課長から、柳沢遺
跡の調査概要、銅戈と銅鐸が発掘された青銅器埋納坑の
調査、経過などについて講演があり、参加された皆さん
は、真剣に耳を傾けていました。

　２月21日、中央公民館において、人権教育講座を開催
しました。
　当日は、第一部に、平野小学校６年３組の皆さんが２
年間取り組まれた、外国人の方との交流やアンケート調
査結果の発表、第二部では、長野県人権政策審議会委員
の吉澤小枝さんによる「解放子ども会の子どもたちと共
に」と題した講演が行われ、参加された皆さんは、人権
問題に対する知識を広める良い機会となりました。

　２月16日、高野辰之記念館において、高野辰之忌を開
催しました。
　当日は、生家の高野良之さんによる辰之博士にまつわ
るお話しのほか、献花と黙とうを行いました。
　また、記念公演では、辰之博士作の絵本「たにしの嫁
様」の読み聞かせや博士作詞のアメリカから「人形を迎
える歌」の演奏、春が来た、故郷の合唱を行い、参加し
た皆さんで、辰之博士の功績をたたえ、しのびました。

雪上運動会

▼吹雪の中でも、元気に飛び回りました
　２月24日、市営豊田野球場において、ふるさと冒険ク
ラブの雪上運動会が開催されました。
　当日は、朝から吹雪となった悪天候の中、市内から約
30名の小学生が参加。５班に分かれて、スノーフラッグ
やそりレース、雪の塔作りなど、この季節ならではの競
技が行われました。
　参加した子どもたちは、悪天候にも負けずに元気に雪
の上を飛び回っていました。

中野立志館高等学校 校章・校旗デザイン発表

▼今までにない斬新なデザイン
　２月18日、中野立志館高等学校において、校章・校旗
のデザインが発表されました。
　当日は、校章をデザインされた小布施町出身の金属造
形作家春山文典先生が出席する中、同校の齊藤定善校長
から、校章デザイン決定までの経過説明があり、その後
校章および校旗のデザインの発表が行われました。
　発表された校章には、千曲川、北信五岳が表現され、
中央には立志館のＲが英文字で表現されています。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：hisho@city.nakano.nagano.jp

土人形の里づくりを進めています
　今回の特集では、中野ひな市（Ｐ３参照）の開催を
前に、市が進めている「土人形の里づくり事業」を紹
介しました。表紙の写真は、奈良家に伝わる中野人形
と、西原家に伝わる立ヶ花人形のごく一部です。北信
州に春を呼ぶ「中野ひな市」に足をお運びいただき、
土人形の温もりと愛らしさに触れてみてはいかがで
しょうか。 （写真：ふるさと野うさぎ(左)、月の兎(右)）

表紙の説明



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
関
連
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト

　
　

土
人
形
「
月
の
兎
」、
願
懸

　
　

け
兎
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
メ
モ

　
　

帳
、運
を
呼
ぶ
袋
（
袋
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

３
月
19
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
北
原
次
男
さ
ん
に
お
話

し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
二
十
五
㌃
、
ブ
ド
ウ

五
十
六
㌃
、
リ
ン
ゴ
十
㌃
、
プ
ラ
ム

十
五
㌃
、
水
稲
八
㌃
を
作
っ
て
い
ま
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

ブ
ド
ウ
（
平
成
十
六
年
認
定
）、
サ

ク
ラ
ン
ボ
（
同
十
七
年
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
制
度
が
で
き
る
前
か
ら
、
化
学
肥
料

や
農
薬
を
減
ら
し
た
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
て
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
目
的
と

も
合
っ
て
い
る
と
考
え
、
Ｊ
Ａ
中
野
市

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
部
会
員
の
う
ち
加
温
栽

培
者
、観
光
部
員
全
員
で
取
得
し
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

土
壌
は
、
マ
ル
チ
栽
培
に
よ
る
減
農

薬
化
、
ミ
ツ
バ
チ
と
人
工
に
よ
る
授
粉
、

樹
木
へ
は
雨
水
の
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

視
覚
、
食
感
、
味
覚
、
自
分
が
食
べ

て
美
味
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

お
い
し
い
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
佐
藤
錦
を

作
り
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

地
元
農
産
物
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
い
、
訪
れ
た
人
に
中
野
市
の
農
業

を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
三
月
下
旬
か
ら
出

荷
が
始
ま
り
ま
す
が
、
大
半
は
東
京
や

大
阪
な
ど
の
首
都
圏
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、
五
月
上
旬
頃

に
少
量
が
店
頭
に
並
び
ま
す
の
で
、
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

自
分
で
食
べ
て
「
お
い
し
い
！
」
商
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね

北原　次男　さん
きたはら　つぎお　（草間）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

３8３-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ . ６

①自己紹介
　文化芸術の鑑賞や遊び、子育てについて
考え、子どもと大人が共に育ち合えること
を目的に活動している信州中野子ども劇場
に子どもの頃入会し、現在は、子どもたち
と一緒になって、演劇鑑賞やキャンプなど
の活動をしています。
②今後チャレンジしたいこと
　人と人とのつながりが生まれる場所を作
り、提供していければと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　中野市に、年間を通じて人が訪れるよう
な所があったらいいと思います。

務台　修司 さん

粂原美空さんから紹介された

（会社員・立ヶ花）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.35

　　

永田小学校　６年
畠山 徹くん

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ

野
球
選
手
で
す
。
自
分
の
よ
さ

は
声
が
け
っ
こ
う
出
せ
る
と
こ

ろ
で
す
。
も
う
少
し
よ
く
し
た

い
と
こ
ろ
は
、
何
か
を
す
る
時

に
少
し
は
ず
か
し
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
こ
を
直

し
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
修
学
旅
行
で

職
業
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
の
仕
事
は

な
か
っ
た
け
ど
、
声
を
出
し
た

り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
出
し
た
り

す
る
仕
事
、
消
防
署
へ
行
き
ま

し
た
。
と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
夢
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
中
学
で
も
軟
式
野

球
を
や
っ
て
、
高
校
で
は
硬
式

を
や
り
た
い
で
す
。
四
月
か
ら

の
中
学
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
困

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
毎
日
、
自
分
の

家
で
自
主
練
習
を
や
り
た
い
で

す
。
あ
と
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な

声
を
出
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
プ

ロ
野
球
選
手
と
い
う
夢
を
も
ち

続
け
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

No. ６

かなえるぞ！　ぼくの夢

問
題

中
野
市
は
、

●
●
●
の
里
づ
く
り
事
業
を

　
　
　
　

  

進
め
て
い
ま
す
。

　

※
ヒ
ン
ト
は
２
ペ
ー
ジ

エコファーマー

認定マーク

地域を知ろう！

中野めぐり No.�

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　施設めぐり、ションションまつりへの参
加、光念寺のお施餓鬼法要、敬老会、秋祭
りなどたくさんの行事があります。11月の
収穫祭では、地元で採れた野菜を集めた
100円市の開催や作品展示も行っています。
　また、数年後になると思われますが、区
史の発刊に向けて作業を進めています。

○▲延命地蔵尊。西屋敷
地籍にあり、古くから
大切にされている。

○▲土偶(市指定有形文
化財)。姥ヶ沢遺跡か
ら発見後、復元された。

○▲水神祭 (市指定無形民俗文化
財）準備風景。水害と闘い続け
てきた思いが引き継がれている。

下
しもこだなか

小田中区
永田地区

豊
津
地
区

上今井
　地区

長丘地区

高丘
地区

延徳
地区

科野
地区

  倭地区

平岡
地区

平野
地区

　春祭りや秋祭りなどの行事がありますが、
中でも８月に開催している水神祭が有名で
す。この水神祭には、水害がないよう祈願
するほかに、水難者の供養や雨乞いの意
味も込められています。また、1982年の
姥ヶ沢遺跡での発掘調査で、約4000年前
の土偶が発見されています。

日野
地区

中野
地区

○▲ 光念寺。村寺のため、宗派に
関係なく区民と一体となれる寺
で、寺の裏には古墳がある。

大
おおまた

俣 区
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　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）

実施日
２日㈰、９日㈰、16日㈰、
23日㈰、30日㈰

対象区域
中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施

駆除時間 日の出より概ね２時間

　ながの電子申請サービスのポータ
ルサイトに描かれている、長野県の
形をしたマスコットの愛称を募集し
ます。
募集期間　３月31日㈪まで
応募資格　県内にお住まい、お勤め
の方
応募方法　インターネットの「なが
の電子申請サービス」ポータルサイ
ト内から応募いただけます。
http://shinsei.e-nagano.lg.jp/
portal/
※１人何点でも応募できます。ただ
　し、１回の応募につき１点とし、
　それぞれ異なる作品に限ります。
※最優秀賞（採用者）及びご応募い
　ただいた方の中から抽選で、記念
　品を贈呈します。
※愛称募集に関する詳しい内容につ
　いては、ポータルサイト内のマス
　コット愛称募集要項をご覧ください。
問　長野県電子申請・届出運営委員
会事務局（長野県企画局情報政策課内）
　☎０２６（235）７０７２

『ながの電子申請サービス』
マスコット愛称募集

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《３月の実施日程》

　長野県では、外国籍県民の方も、
行政サービスを円滑に受けることが
できるような体制づくりや、外国籍
県民の方のニーズが行政に反映され
る仕組みをつくり、誰もが同じ県民
として自立し、いきいきと活躍でき
る国籍を越えた共生の地域づくりを
進めるため、「地域共生コミュニケ
ーター」及び「コミュニケーション・
アシスタント（通訳）」を募集して
います。
【地域共生コミュニケーター】
　行政と外国籍県民の方のパイプ役
として、行政からの情報を伝えたり、
行政に対する意見や要望を県等に伝
えたりして、地域で暮らす皆さんと
の相互理解を進めるため、ボランテ
ィアで活躍していただく方々です。
【コミュニケーション・アシスタント（通訳）】
　日本語を十分に話せない外国籍県
民の方であっても、県の各種相談機
関等において、円滑に相談などの行
政サービスを受けることができるよ
う通訳をしていただく方々です。
【応募要件等】　詳しくは、長野県の
ホームページをご覧ください。
http://www.pref.nagano.jp/kikaku/
kokusait/soudan/bosyu.htm
問　長野県企画局国際課多文化共生推進係
　　☎０２６（235）７１６５

「地域共生ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ」
「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ･ ｱｼｽﾀﾝﾄ」募集　空き住宅及び平成20年４月から

７月までに明渡しのあった市営住宅
の入居者を募集します。
募集期間　３月３日㈪～14日㈮
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅
抽選日時　３月24日㈪　14：00
抽選会場　市民会館45号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
入居者の資格（原則全てに該当する方）
・現に同居または同居しようとする
　親族（事実上婚姻関係と同様の事
　情にある方及び婚姻予定の方等を
　含む）がある方
・条例で定める範囲内の収入である方
・住宅に困窮しているのが明らかな方
・市内に居住または勤務している方
・市税等を滞納していない方
問　都市計画課建築住宅係（内線273）
　　豊田支所建設課建設係（内線152）

市営住宅入居者募集

　灯油代の急騰に対応するため、非
課税世帯に対し購入費の一部として
5,000円を助成しています。
　対象者など詳しくは、広報なかの
1月号に掲載してあります。
　該当すると思われる方で、まだ申
請されていない方は、今月中に必ず
申請ください。
問　健康福祉部福祉課（内線295）
　　健康長寿課（内線243）
　　豊田支所健康福祉課(内線125)

あったか福祉灯油助成金
受付今月中です！

有料広告欄 有料広告欄

　先月、県内で出荷したりんごから
食品衛生法で規定する残留農薬基準
（一律基準）を越える農薬成分が検
出されました。農薬を使用する場合
は次の点に注意しましょう。
　農薬取締法に基づいて登録された、

農薬の取扱いにご注意を！
～農薬飛散による被害の
発生を防ぐために～

対象の植物に適用のある農薬を、農
薬の容器ラベルに記載された使用基
準（使用方法）をしっかり守り、使
用上の注意事項をきちんと読んで使
用しましょう。
　また、塗布剤、樹幹注入剤や粒剤
など、飛散の少ない農薬を活用しま
しょう。
　農薬の散布は、風が無風か弱いと
きに行うなど、天候や時間帯を選ん
で行いましょう。
　粒剤等飛散が少ない農薬や飛散を
抑制する散布機を使うなど、農薬の
飛散防止に努めましょう。
　なお、農薬を散布する場合は、事
前に周辺に住んでいる方等へ散布日
時、使用農薬の種類等を含め十分な
周知を行いましょう。
問　農政課農政振興係（内線250）

害獣巡回駆除（ニホンザル、イノシシ）

実施日 12日㈬、26日㈬

対象区域
栗和田から桜沢にかけた
山際

駆除時間 13：30から概ね２時間

実施日
２日㈰、９日㈰、16日㈰、
23日㈰、30日㈰

対象区域
更科から桜沢にかけた
山際および山中

駆除時間 日の出から日の入りまで

※駆除実施中は、銃器を使用する
ため大変危険ですので、駆除時間
には対象区域に近づかないようご
協力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会
事務局（市役所農政課内☎（22）2111
内線2５1、有線2０６44）

なかの ｢おすみちゃん｣ 販売

３月の販売日
５日㈬、12日㈬、16日㈰、26日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　9：00～12：00
※3００kg、５００kgのバラ売りについ
　ては、ご予約いただいてからの準
　備となりますので10日前までに
　ご連絡下さい。
問　上下水道課下水道係(内線283)
　　豊田支所上下水道係(内線162)

　「広報なかの」２月号でお知らせ
しました中野市土地開発公社保有地
の売却物件の応募条件に係る事項に
ついて、次のとおり変更になる予定
です。
物件番号②（三ツ和地籍）の応募条
件「農地法第３条の許可が見込める
方」について、許可に係る下限面積
要件が、現行の「用地取得後の経営
面積４０㌃以上」から「３０㌃以上」
に変更される予定です。
　応募を希望される方は、直接お問
合せください。
問　中野市土地開発公社
　　（市役所都市計画課内）
　　☎（22）２１１１（内線358）

中野市土地開発公社
保有地の売却について

畑の融雪剤としても利用できます
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3月31日㈪は、平成19年度国民健康保険税第9期の納期限です。お忘れなく。

国税専門官募集
　人事院、国税庁では、国税に関す
る調査や指導などの事務を行う国税
専門官の受験者を募集します。
受験資格
１．昭和 54 年４月２日
　～昭和 61 年４月１日生まれの方
２．昭和 62 年４月２日以降生まれ
　の方で次に掲げる方
⑴大学を卒業した方及び平成21年
　３月までに大学を卒業する見込み
　の方
⑵人事院が⑴に掲げる方と同等の資
　格があると認める方
申込期間
４月１日㈫～ 14 日㈪

（土・日曜日は除く、期間内の通信
日付印有効）
試験日
第１次試験　６月15日㈰
第２次試験　７月28日㈪～31日㈭
のいずれか１日（第１次試験合格通
知書で指定する日）
試験地
第１次試験　松本市他
第２次試験　さいたま市他
採用予定数　約 1,200 人 ( 全国 )
試験の程度　大学卒業程度
※申込み方法など詳細については、  
　直接お問い合わせください。
問　信濃中野税務署総務課
　　☎（22）３１５１

最低賃金法が変わります
　最低賃金の決定基準や罰金の上限
額、派遣労働者への適用関係などに
ついて大きな改正が行われます。
　詳しくは、次の
厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/
長野労働局ホームページ
http://www.nagano-roudoukyoku.go.jp/
に掲載されていますので、ご確認く
ださい。
施行期日：公布日（平成19年12月5日）
から起算して1年を超えない範囲内
において政令で定める日
問　長野労働局労働基準部賃金室
　　☎０２６（223）０５５５

石綿 ( アスベスト ) による疾病で
亡くなられた労働者のご遺族へ

交通事故に遭われた方の
保険金請求に関する
無料相談所　石綿救済法（石綿による健康被害

の救済に関する法律）の特別遺族年
金・特別遺族一時金の請求は、平成
21 年３月 27 日の受付をもって終了
となります。
　平成 13 年３月 26 日以前に石綿
による疾病で亡くなられた労働者の
遺族で、労災保険法の遺族補償給付
を受給していない遺族は、石綿救済
法の特別遺族年金または特別遺族一
時金を請求することができます。
　お心当たりの方は、ご相談ください。
問　中野労働基準監督署
　　☎（22）２１０５

　社団法人日本損害保険協会では、
交通事故に遭われてお困りの方々の
ために、全国に「自動車保険請求相
談センター」を設置し、自動車損害
賠償責任保険（自賠責保険）ならび
に任意自動車保険の請求について無
料でご相談をお受けしております。
►専門の相談員がご相談に応じます。
►弁護士による相談日も設けます。
　　　　　　　　　（無料、要予約）
受付　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　９：00～12：00および
　　　13：00～17：00

（来訪相談を希望の場合は、事前の
連絡が必要です。）
問　社団法人日本損害保険協会
　長野自動車保険請求相談センター
　☎０２６（226）３５８２

訂正とおわび
　広報なかの２月号に誤りがありま
した。次のとおり訂正し、おわびし
ます。
　表紙下段および２ページ上段の

「賃借対照表」とあるのは「貸借対
照表」、２ページ３段目の「バラン
スシートから分かること」とあるの
は「資金収支計算書から分かること」
の誤りです。

次回申込期限　３月 31 日㈪  17：30
ホームページ掲載日　５月１日㈭～
広報なかの掲載号　５月１日㈭ 発行の５月号～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「市公式ホームページ」「広報なかの」
広 告 募 集 中 ！

【広告掲載封筒の規格等】
封筒の種類 広告枠数 作成枚数 有料広告掲載料金 発送 ( 使用 ) 期間

①中野市共通使用封筒
　角形 20 号市内専用封筒

４枠 20,000 枚
31,500 円
（1 枠）

各封筒５月頃から在庫終了ま
で（概ね１年間）
（以前に作成した封筒の在庫
がある場合発送時期が遅くな
ることがあります）

②中野市共通使用封筒
　長形３号市内専用封筒

１枠 90,000 枚 141,750 円

【広告枠の規格】　各封筒の裏面（縦）5.5㎝×（横）9.5㎝

詳しくは、ホームページをご覧頂くか、財政課管財係（内線２２２）までお問い合わせください。

　新たな市の自主財源を確保し、市民のサービス向上
を図るため、平成 20 年度に作成する中野市共通使用
封筒の裏面に有料広告の掲載を始めますので、広告を
掲載していただける事業者等を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で審査をします。
～お店や会社の PR 等、暮らしに役立つ広告の
　　　　　　　　　　申込みをお待ちしています。～

詳しくは右ページをご覧ください ☞

「平成20年度中野市共通使用封筒」
への有料広告掲載を始めます

申込期限　所定の申込書により、３月28日㈮までに申込みください。

期日　３月 20 日 ( 祝・木 )　　時間　18：00 ～
会場　アップルシティーなかの
対象者　中野市在住、在勤で 18 歳以上の方（定員 400 人）
入場チケット　2,000 円
チケット販売期限　３月 19 日㈬まで
チケット販売窓口
中野市民体育館、B&G 海洋センター、中野商工会議所、JA 中野市各支所、
CLUBSEROWS81 中野市地区後援会事務局（北信エルシーネット）
※送迎バスを運行します。詳しくは、お問い合わせください。
主催　信濃グランセローズ激励会実行委員会
問　信濃グランセローズ激励会実行委員会事務局（中野市民体育館内）
　　☎（26）３５７２

中野市民交流イベント

信濃グランセローズ激励会

音声告知放送 お早目にお申し込みください
　12 月からの音声告知放送加入のお願いをした中で、多く寄せられた、ご
質問を掲載します。
　まだ、お申し込みいただいていないご家庭では、ぜひ、ご検討いただき、
お早めにお申し込みくださいますようお願いします。
Ｑ１．加入しなければいけないのですか？（強制加入ですか？）
Ａ１．緊急地震速報、避難準備、勧告、指示など緊急時に必要な放送を行い、
　　　その他防犯情報もお伝えしますので是非ご加入ください。
　　　（自己負担が発生しますので、強制加入ではありません。）
　　－ ２月 29 日現在で、約６割の世帯からの申込みがありました。－
　　   ～市では市民の安心・安全のため全戸加入を推進しています。～
Ｑ２．音声告知放送に加入する場合、どのような工事が必要で、負担はどの
　　　程度かかるのですか？
Ａ２．中野地域、豊田地域やケーブルテレビ加入、未加入により変わります。

地域 CATV 工事内容・負担

中野地域

加入
している

端末機をテレビ線に接続するだけです。テレビの近
くに端末機を設置する場合、基本的には無料です。
別の場所に設置するなどの場合は負担が生じます。

加入
していない

引き込み工事は市で負担しますので（４月 30 日申込
分まで）、建物内配線分のご負担で端末機を設置でき
ます。
建物内配線工事は、現在お使いのテレビ線を利用す
る場合（混合器を用いる）は、概ね５千円から１万
円（目安）で設置できます。方法によっては、それ
以上の負担が生じる場合もあります。
　【端末機を設置する電気工事店にご相談ください。】

豊田地域

加入
している 現在の端末機を新しい端末機に無料交換するだけです。

加入
していない

引き込み工事は市で負担しますので（４月 30 日申込
分まで）、建物内配線分のご負担で端末機を設置でき
ます。（負担額は中野地域と同様です。）
また、是非この機会に中野市豊田情報センターへの
加入もご検討ください。

災害等緊急情報、くらし・学校・仲間などの情報が満載！

詳しくは、お問い合わせください。問　政策情報課情報係（内線 217）



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★五月
人形★プリンター・スキャナー★タイヤチェーン★破
魔矢★水槽 ( 飼育セット付 ) ★鏡台★布団★天ぷら鍋★
味噌桶★人形ケース★マッサージチェアー★電気ストー
ブ★ぶどう収穫箱★本箱★スノースクート★オルガン★グ
ローブ ( ソフトボール用 ) ★金属バット★ピアノ★テレビ

★車イス★ノートパソコン★窓用クーラー★電動自転車
★子供服（双子の男の子用・１才の女の子用）★テレビ
★車用スピーカー(屋根設置)★幼児用自転車★溶接機★
戦隊モノ玩具★こたつ布団★アマチュア無線機★８ミリ
ビデオカメラ★カーオーディオ★ＤＶＤプレーヤー★カ
ラーボックス★大正琴★バドミントンラケット★スキー
セット(子供用)★ピアノ★タオル★高齢者用おむつ

申し込み先　市民課生活交通安全係（内線238）
問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）または
豊田支所市民環境課市民環境係（内線135）

平成20年３月号29 平成20年３月号 28

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　13：30 ～ 16：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　13：30 ～ 15：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

結婚相談
日時　毎月第１・３日曜日　14：00 ～ 16：00
会場　中野人権センター
問　　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

行政相談
期日　３月10日㈪、４月10日㈭、５月12日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　13：00～16：00
　　　豊田会場：豊田支所相談室　９：00～11：30
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）９：00 ～ 17：00
　　　（面接）９：00 ～ 13：00
会場　中野人権センター（☎ 23-4810）

交通事故巡回相談
日時　毎月第３木曜日　10：00 ～ 15：00
会場　北信地方事務所（☎ 23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　14：00 ～ 16：00
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　８：30 ～ 17：00
会場　南宮庁舎職業相談室（☎ 23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　市役所内　子ども相談室（内線 278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　10：00 ～ 11：00
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎ 22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
　　　☎ 23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

館収蔵民具展「くらしと文化」
５月25日㈰まで
日常生活や生業に関する民具を展示し、昔の生活の
様子を紹介します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

長野オリンピック10周年記念ピンバッジ・グッツ展
　３月13日㈭まで
北信濃路の桜写真展
　３月14日㈮まで

人々の願いをとどける「ふるさとの天神さま展」
　３月20日㈭～４月４日㈮
　　※開催期間中は無休です。
中野ひな市の特別展示として、学問と習字・農耕の
神様「天神さま」の人形が大集合します。
同時開催：春日部張子（埼玉県）販売コーナー

►世界の馬っ子展（山岸安信コレクション展）
　２階にて常設展示中

展示
歴史民俗資料館、中野陣屋・県庁記念館の展
示案内です。是非、ご覧ください。

展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日 8:30 ～ 17:15）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金保険料がクレジット
カードでお支払いできます

 クレジットカード納付について 
　クレジットカード納付は、事前に申し込みして
いただくことで、以後、クレジットカード会社が
継続的に社会保険庁に立替納付を行うものです。
※過去の未払い分については、利用できません。
 お支払い方法 
○毎月支払い　当月末に立替
○１年分支払い(前納)　４月末に立替
○半年分支払い(前納)　４月末と10月末に立替
※割引額は、現金で前納された場合と同様です。
 対象となる保険料など 
○定額保険料及び付加保険料込みの定額保険料
※一部免除されている場合は、利用できません。
○カード会社への支払回数は１回払いのみです。
※分割払い・リボ払いなどは、利用できません。
※クレジットカード納付を希望される場合は、お
近くの社会保険事務所までお問い合わせください。
長野北社会保険事務所　☎026-244-4100

◎「長野県地球温暖化防止県民計画」が改訂
　この計画では、県内で排出される温室効果ガス
について「京都議定書」の基準年度である1990年
度を基準とし、第１約束期間(2008年～2012年)の
最終年度である2012年度までに６％削減すること
を目標としています。さらに、長期的には2050年
度までに50％を超える削減を目指しています。
　この削減目標を達成するために、部門別の二酸
化炭素(ＣＯ₂)の削減目標が設定されました。
①業務部門… 2004年度比 －10.1％　省エネ対策、
　業種ごとの協議会設置、グリーン購入など　　
②家庭部門… －10.9％ ライフスタイルの見直し、
　地産地消の推進、家電や住宅の省エネ化など　
③産業部門… －8.0％ 温暖化対策支援の資金斡旋、
　一定規模以上の事業者へ計画義務付けなど　
④運輸部門… －14.8％ 低燃費車の購入や利用、
　エコドライブの推進、マイカー利用の縮減など
⑤廃棄物部門… －16.7％ ごみの発生抑制など
　廃棄物部門での目標を達成するためには、県民  
　一人あたり年間37kgのごみの削減が必要です。
長野県環境政策課温暖化防止係 ☎ 026-235-7022
http://www.pref.nagano.jp/seikan/kankyo/ondan/

シリーズ 地球温暖化㉓

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください。
(２月27日現在で掲載)

※中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画ミュージアムは、
　３月末まで臨時休館です。

人口
と
世帯

人　口 46,294 人 (-1)
男 22,345 人 (+6)
女 23,949 人 (-7)

世　帯 14,942 戸 (-1)
平成20年２月１日現在　(国勢調査を基に推計）

音声告知放送　加入申込受付中！　４月30日までの申し込みで引込工事費用無料。　お早めに！ １月分可燃ごみ：794.20t（前年比－27.4％）ごみ減量にご協力を！

　年金記録もれにはさまざまなケースが考えられ
ますが、とりわけ多いのが、平成 9 年の基礎年金
番号導入前に旧姓で年金制度に加入した場合。基
礎年金番号に結びつかない年金記録の中には、結
婚等により名字を変更していると考えられる記録
が多く含まれています。
　まずは、次の方法でご自身の年金記録をご確認
ください。
①社会保険事務所または年金相談センターで
②「ねんきん特別便専用ダイヤル」（0570-058-555）
③インターネット（ユーザ ID・パスワード）で
※社会保険事務所等の所在地、開庁時間やイン
ターネットでの年金記録の照会申し込みなどにつ
いては、社会保険庁ホームページにてご案内して
います。

平成 8 年 12 月以前に旧姓で年金に
加入していた方は、ご注意ください

政府広報

► 問い合わせ先　市民課国民年金係（内線 237）
社会保険庁ホームページ ► http://www.sia.go.jp/



　かかりつけの歯科医院での健診費用は、健康保険適用外のため全額自
己負担となります。
　しかし、一次予防（健康を増進し、発病を予防する）をしっかりして
おけば、将来大きな費用を負担しなくて済みます。そう考えれば、健診
は＂健康投資＂ではないでしょうか。
　○歯科医院での主な健診内容
　
　　☆問診　☆むし歯、歯周病等の検査
　　☆かみ合わせ、歯並びなどのチェック
　　☆ブラッシング指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　☆年に一度は、歯科健診を受けましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（協力：中高歯科医師会）

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所健康福祉課 ☎38-3111(PHS 6120）
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　とても元気な男の子で、お兄
ちゃんとの戦いごっこが大好き。
　食べ物はニンジンが大好物。
　元気で思いやりのある子に
育ってほしいです。
（木下修・加芳子さん　吉田）

（３歳２か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年３月６日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

検診名 検 診 日 対　　象

３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

３月11日㈫ 19年11月生まれ

７か月
健　診 ３月12日㈬ 19年７月生まれ

１　歳
６か月
健　診

３月14日㈮ 18年８月生まれ

２　歳
健　診 ３月10日㈪ 18年２月生まれ

３　歳
健　診 ３月13日㈭ 17年２月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／３月11日㈫
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年11月生まれ
※３か月健診時に行います。

ポリオ ( 小児マヒ )
受付時間／午後１時～１時40分
< 中野保健センター >
４月７日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　 8 日㈫…日野、延徳
　　９日㈬…平野
　　10日㈭…高丘、平岡
　　11日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児
（７歳６か月未満まで接種可能）
※６週間以上あけて２回接種
※下痢をしている場合は、治って
　から受けましょう

育児教室
期日／３月25日㈫
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食につい
　　　て（試食）

平成20年３月号 30

マタニティクラス
期日／４月11日㈮
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常、妊産婦の栄養（試食）

　なんとなく調子が悪い、疲れる、
イライラする・・・は誰にでもあり
ます。でも、なぜこういうことが起
こるのでしょう。今回は、女性なら
ではの様々な心と体の症状について
のお話です。お誘いあわせてお出か
けください。申し込みは不要です。
期日／３月13日㈭
時間／午後２時30分～３時30分
会場／西部公民館１階会議室
演題／「女性のこころとからだ」
講師／すずきレディスクリニック
　　　鈴木　章彦　先生
受講料／無料

いきいき健康講座

 小児救急電話相談　    
 「＃８０００」ご利用ください
　乳幼児・小児の医療相談に経験
豊富な助産師がアドバイスします
　アナログ回線、携帯電話、ＩＰ
電話の場合は
☎０２６３（７２）２０００へ
相談日時　毎日午後７時～ 11 時

※豊田地域の方も、中野保健セン
ターで接種していただくことにな
ります。

受けていますか？ 歯 科 健 診
～自分の歯を保つための＂健康投資＂と考えて～

木下　醍
だい

醐
ご

くん



１　交差点

交　 差　 点
2008. ３　No.12あなたとわたし　　未来への

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画
　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン21」ができました
　　　　すべての市民が、性別にかかわらず
　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、
　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
　　男女共同参画社会の実現をめざします。
　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

“あいとぴあ” 男女共同参画啓発かるた

や ゆゆ
く
末
は

　

真
の
平
等

　
　

個
性
が
生
き
る

優
し
さ
は

　

相
手
を
認
め
る

　
　
　

   

中
に
あ
り



交差点　２

　

｢

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律｣

の
一
部
が
平
成
20
年
1
月
11
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は

１
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

⑴
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受

け
た
被
害
者
も
保
護
命
令
の
申
立

て
が
で
き
ま
す
。

⑵
裁
判
所
は
、
被
害
者
に
対
す
る
次

の
い
ず
れ
の
行
為
も
禁
止
す
る
保

護
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
面
会
の
要
求

②
行
動
の
監
視
に
関
す
る
事
項
を

告
げ
る
こ
と
等

③
著
し
く
粗
野
・
乱
暴
な
言
動

④
無
言
電
話
、
連
続
し
て
の
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ

ー
ル
（
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
く
。
）

⑤
夜
間
（
午
後
10
時
～
午
前
６

時
）
の
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
（
緊
急
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
く
。
）

⑥
汚
物
・
動
物
の
死
体
等
の
著
し

く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ

せ
る
物
の
送
付
等

⑦
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る

こ
と
等

⑧
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を

告
げ
る
こ
と
等
又
は
性
的
羞
恥

心
を
害
す
る
文
書
・
図
画
の
送

付
等

⑶
被
害
者
の
親
族
等
も
接
近
禁
止
命

令
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
市
町
村
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
３
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
改
正

４
裁
判
所
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

保
護
命
令
発
令
に
関
す
る
通
知

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が

　
　
　
変
わ
り
ま
し
た
　

１
月
29
日
に
長
野
県
県
民
文
化
会

館
に
お
い
て
長
野
県
の
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
な
か
む
ら
代
表
の
中
村

彰
氏
を
講
師
に｢

Ｄ
Ｖ
防
止　

男
性

側
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て｣

と

い
う
内
容
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
『
男
性
は
小
さ
い
頃
か

ら
男
だ
か
ら
と
い
う
枠
組
み
の
中
で

成
長
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
自
分

を
開
示
す
る
、
自
分
の
感
情
を
投
げ

か
け
豊
か
に
交
流

す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
う
い
う
も
ど
か
し
さ
が
Ｄ

Ｖ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
男
性
に
も

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近

よ
く
耳
に
す
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ｣

に

つ
い
て
、
ま
ず
そ
れ
が
Ｄ
Ｖ
だ
と
気

づ
く
こ
と
。
そ
し
て
男
女
が
対
等
な

関
係
を
生
き
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
を
若
い
人
が
学
ぶ
機
会
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。』
と
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス｣

と
は
、
一
般
的
に
は｢

配
偶

者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
等
の
親
密
な
関
係

に
あ
る
、
又
は
あ
っ
た
人
か
ら
ふ
る

わ
れ
る
暴
力｣

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
暴
力
と
い
っ
て
も
身
体
的

暴
力
だ
け
で
な
く
精
神
的
暴
力
や
経

済
的
暴
力
、
性
的
暴
力
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
暴
力
は
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
理
由

が
あ
っ
て
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い

る
方
、
身
近
に
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
あ
っ

て
い
る
人
が
い
る
方
、
市
の
女
性
相

談
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
す
る

こ
と
が
解
決
の
糸
口
で
す
。

　

ま
た
、
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.gender.go.jp/

e-vaw
/index.htm

l

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
は

Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会
開
催



３　交差点

　

平
成
19
年
度
第
２
回
男
女
共
同
参

画
審
議
会
を
2
月
25
日
㈪
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

⑴
平
成
19
年
度
男
女
共
同
参
画
事
業

に
つ
い
て

⑵
平
成
20
年
度
男
女
共
同
参
画
事
業

計
画
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

　

19
年
度
最
後
の
審
議
会
と
い
う
こ

と
で
19
年
度
事
業
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
20
年
度
の
男
女
共
同

参
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
の
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
男
女
共

同
参
画
推
進
室
に
御
連
絡
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

第
２
回
男
女
共
同

参
画
審
議
会
を
開
催

　

国
で
は
２
０
０
８
年
を
『
仕
事
と

生
活
の
調
和(

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス)

元
年
』
と
し
て
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
が
実
現
で
き
る
社
会

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

寒
波
と
大
雪
で
春
が
待
ち
遠
し
い

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
前
日
、
２
月
16
日

に
東
京
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
を
め

ざ
し
て
今
何
が
必
要
か
、
企
業
と
そ

こ
で
働
く
者
が
今
後
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
を
考
え
る
機
会
を
設
け
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
が
実
現
す
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
一
層
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
500
名
の
参
加
者
を

得
て
、
上
川
陽
子
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
の
挨
拶
に
続
き
、
東
京
大
学
佐

藤
博
樹
教
授
の｢

女
性
の
活
躍
の
場

の
拡
大
と
働
き
方
の
改
革｣

と
題
し

た
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ワ
ー
ク
／
ラ
イ
フ
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
パ
ク
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
企
業
の

ト
ッ
プ
や
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
５

名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
の
た
め

に
、
今
何
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
２
部
と
し
て
、
３
つ
の

テ
ー
マ
別
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
は｢

女
性
が
変
わ
る
、
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
。
生
活
と
仕
事
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
は
？｣

に
参
加
し
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
40
代
の
現
役
女
性

管
理
職
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
が

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
、
体
験
談
を
熱
く
語
り
合
い
、
い

つ
ま
で
も
夢
を
持
ち
続
け
実
現
に
向

け
て
が
ん
ば
る
姿
は
、
好
感
度
抜
群

で
し
た
。
わ
が
身
を
振
返
り
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
て
、

改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

国
で
は
平
成
20
年
を｢

仕
事
と
生

活
の
調
和
元
年｣

と
し｢

仕
事
と
生
活

の
調
和
憲
章｣

や
行
動
指
針
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
我
が
ま
ち
中
野
市

で
は
ど
う
取
組
ん
で
行
く
の
か
、
私

の
使
命
は
？
等
々
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン

ト
を
得
つ
つ
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
　
工
藤
二
六
子

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て



交差点　４

ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。
中野市男女共同参画推進室　〒 383-8614　中野市三好町 1-4-27
（中野市人権センター内）　電話 0269-22-2111 内線 254　FAX0269-26-2641　有線 51305

ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/　
メール　danjo@city.nakano.nagano.jp

女
性
相
談
窓
口
か
ら

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
広
く

周
知
・
推
進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
、
企

画
か
ら
運
営
ま
で
携
っ
て
い
た
だ
く｢

男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
実
行
委
員｣

を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
男
女
共
同
参
画
に

い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳

細
に
つ
い
て
は
男
女
共
同
参
画
推
進
室
へ
電
話

等
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
の
事
業
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

◉
ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ

◉
男
女
共
同
参
画
の
講
座

◉
男
女
共
同
参
画
推
進
出
前
講
座

◉
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
イ
ベ

ン
ト

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

き
ま
り
次
第
募
集
い

た
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相

手
を
自
分
の
鏡
の
よ
う
な
も
の
と
思
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
が
怒
り
を

ぶ
つ
け
れ
ば
相
手
か
ら
も
怒
り
で
返
っ

て
き
ま
す
。
笑
顔
で
接
す
れ
ば
、
相
手

か
ら
も
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

心
が
け
な
が
ら
良
い
人
間
関
係
を
作
っ

て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

こ
の
頃
の
若
者
の
言
葉
で｢

Ｋ
Ｙ｣

と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。｢

空
気
が
読
め

な
い｣

の
略
語
だ
そ
う
で
す
。
日
本
で
は

昔
か
ら
「
あ
う
ん
の
呼
吸
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
、
言
葉
で
直
接
伝
え
な
く
て
も
何

と
な
く
相
手
が
理
解
し
て
く
れ
る
、
し
て

ほ
し
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
以
前
に
参
加
し
た
講
演
会
で
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
を
し
っ
か
り
表
現
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。｢

私

は
こ
う
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
相
手
も
分

か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。｣

と
い
う
考
え

は
こ
れ
か
ら
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
自
分
が

相
手
の
考
え
を
100
％
は
分
か
ら
な
い
と
同

じ
よ
う
に
相
手
も
自
分
の
事
は
分
か
ら
な

い
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
分

を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
相
手
と

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と

い
う
こ
と
は
、
簡
単
な
よ
う
で
と
て
も
難

し
い
こ
と
な
の
で
す
。
た
と
え
お
互
い
が

親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
敬
意

と
親
身
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
、
良
い
コ

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
の
事
業
を
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

〇
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　

月･

水･

金
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日･

休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号　

23
―
４
８
１
０
（
シ

ン
パ
イ
ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え

て
く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談
員
が
女
性
の

様
々
な
悩
み
の

相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。
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季
節
の
コ
ラ
ム

高齢者大学「みんなで唄おう」－北部公民館－

｢

卒
業
お
め
で
と
う｣

お
め
で
た
い
こ
と
な
の
に
、う
れ
し
さ
よ
り

寂
し
さ
が
強
い
の
が
卒
業
。

共
に
笑
い
、共
に
泣
き
、同
じ
時
間
を
過
ご
し
て

き
た
仲
間
と
の
別
れ
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

寂
し
い
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
き
た
証
し
。

思
い
出
は
残
す
も
の
。
別
れ
の
涙
と
一
緒
に

こ
の
場
所
に
置
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

涙
を
流
し
、
タ
ン
ク
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
ら
、

新
た
な
出
会
い
・
経
験
を
注
ぎ
込
む
準
備
は

完
了
。

さ
あ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
発
で
す
。

あおぞら
　

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
で
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
二
〇
年
も
気
が
付
く

と
三
月
で
す
。
日
本
に
は
、
暦

の
上
で
の
年
末
十
二
月
と
「
年

度
末｣

と
い
わ
れ
る
三
月
に
大

き
な
区
切
り
が
あ
り
、
例
年
こ

の
時
期
は
就
職
や
進
学
ま
た
転

勤
等
で
人
の
移
動
の
多
く
な
る

「
別
れ
」
の
時
期
で
す
。

　

突
然
で
す
が
、
こ
の
「
文
化
な
か

の
」
は
誰
が
作
成
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
。
こ
の
頁
を
よ
く
見
て
い
る
読

者
の
方
は
直
に
気
が
付
い
た
と
思
い
ま

す
が
そ
う
で
な
い
方
は
「
広
報
な
か

の
」
同
様
に
市
の
職
員
等
が
作
成
し
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
大
半
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
。
こ
の
頁
右
中
段

３
の
大
き
な
数
字
の
下
に
小
さ
く
編
集

【
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
】
の
文
字

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
す
、
館
報
編
集

委
員
が
中
心
と
な
り
作
成
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の｢

あ
お
ぞ
ら｣

を
書
い
て
い
る

の
も
編
集
委
員
で
す
。
私
も
委
員
に
な

る
ま
で
市
職
員
に
よ
る
作
成
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
中
野
地
区
９
名

に
旧
豊
田
地
区
１
名
の
計
10
名
の
構
成

と
な
っ
て
お
り
平
成
十
七
年
四
月
よ
り

任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
平
成
二
〇

年
三
月
を
も
っ
て
任
期
三
年
が
終
了
し

ま
す
。
慣
れ
な
い
文
章
作
成
の
た
め
市

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
点

が
多
々
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
色
々

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

出
会
い
の
季
節
四
月
か
ら
は
新
た
な

委
員
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
よ
り

一
層
市
民
の
方
々
に
は｢

文
化
な
か
の｣

を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ｏ
）

講
座
写
真
館

１ 文化なかの /08.3
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特 集 公民館講座・写真

公民館講座・写真館
特
集

感想　普段体験できないことを
　　　経験し親子共々楽しめました

親子体験教室 あるある探検隊

子どもの集中力や想像力を高めます

公民館は皆さんの「健康と食」
を応援しています

お母さん同志集まる
いい機会でした

普段感じていることを詞にして
メロディをつけました

クローズアップ豊田「唱歌（故郷）」の地を歩こう

食の安全・安心を求め
今、郷土食が脚光を浴びています

伝統民族文化を学びました

絵 画 教 室

高齢者大学

しめ縄づくり講習会

公民館に行くと何かに会える…自然や人、ものに触れ合える。
色々なコミュニケ－ションが生まれます。
▶公民館は来年度も、いろいろな講座を企画します◀

すくのび学級 親子で
　鯉のぼりづくり

生きがいづくり本格派キムチ作り

子ども育成事業 子どもたちのための
体験学習講座

千歯こきに
　チャレンジ

感想　新春にふさわしい
　　　琴と尺八の音色に
　　　包まれました

家庭教育学級 子育ていきいきサロン赤ちゃん体操

基本的な描き方、見方を
学び絵画への興味がより
一層深まりました

作詞作曲教室チャレンジ子ども教室

唱歌（故郷）の原風景を散策しました

やしょうまづくり郷土に伝わる味

受講者を中心にサークル
が発足しました

日本伝統楽器 “琴 ”
にふれました

盆栽教室



４

　

わ
が
国
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
た
昭
和
四
十
五
年
、
草
間
区
が
人

口
増
や
地
域
の
活
性
化
を
求
め
て
、

住
宅
団
地
造
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
年
、
不
動
産
業
者
が
約
百
戸
分
の

用
地
を
買
収
、
四
十
七
年
か
ら
共
同

開
発
、
翌
年
か
ら
日
本
電
建
の
両
社

が
五
十
戸
ず
つ
住
宅
建
設
に
着
手
、

五
十
年
に
三
十
五
戸
が
入
居
。
北
組

と
南
組
の
組
長
が
選
出
さ
れ
、
団
地

名
を｢

日
和
ケ
丘
団
地｣

と
し
、
本
ム

ラ
草
間
と
一
体
と
な
っ
て
区
行
政
に

参
画
し
た
。

　

時
代
の
波
に
乗
り
、
県
内
各
地

や
他
県
か
ら
の
入
居
者
も
あ
り
、

五
十
一
年
に
は
八
十
戸
、
五
十
三
年

に
は
百
二
戸
と
、
戸
数
は
急
速
に
増

え
た
。
五
十
九
年
に
は｢

日
和
ケ
丘

十
周
年
記
念
祝
賀
事
業｣

を
盛
大
に

行
い
、
六
十
年
に
は
百
六
十
五
戸
と

な
り
、
東
組
を
立
ち
上
げ
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
、
日
和
地
区
も
、

開
発
着
手
以
来
ま
も
な
く
二
十
年
、

い
わ
ば
成
人
の
域
に
達
す
る
し
、
草

間
区
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
の
で
、

分
区
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
、

草
間
区
長
か
ら
区
政
研
究
委
員
会
に

諮
問
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
和
ケ

丘
団
地
で
も
分
区
研
究
委
員
会
を
設

け
検
討
し
た
。

　

平
成
元
年
に
、
高
速
道
関
連
地
域

振
興
事
業
に
よ
っ
て
団
地
に
集
会
所

が
造
ら
れ
た
。
こ
の
年
、
団
地
住
民

の
臨
時
総
会
で
同
意
を
得
て
、
分
区

準
備
委
員
会
を
設
置
、
三
年
後
に
分

区
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

草
間
区
の
暖
か
い
理
解
の
も
と
、

平
成
五
年
一
月
一
日
、｢
日
和
区｣

が

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

敏
明

　

草
間
か
ら
分
区
し
て
十
五
年
と
、

歴
史
の
と
て
も
浅
い
分
館
で
す
が
主

事
を
は
じ
め
運
営
委
員
一
同
、
創
意

工
夫
の
も
と
分
館
事
業
に
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
実
践
的
内
容
〝
そ

ば
打
ち
体
験
〟
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
。
講
師
は
信
州
中
野
蕎
麦
文
化
普

及
会
の
方
々
で
熱
く
指
導
し
て
頂
き

ま
し
た
。
な
る
べ
く
水
が
冷
た
い
時

期
が
い
い
と
言
う
事
で
四
月
に
決
定
。

会
費
は
一
人
五
百
円
。
全
て
が
不
安

の
中
、
当
日
六
十
人
近
く
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

敷
き
、
鉢
を
一
九
ケ
並
べ
る
と
五
〇

畳
の
部
屋
も
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
。
念
入

り
な
手
洗
い
の
後
一
鉢
三
人
ず
つ
座

り
計
量
さ
れ
た
そ
ば
粉
、
中

力
粉
、
水
そ
し
て
の
し
棒
等

配
ら
れ
準
備
完
了
。
ま
ず
最

も
難
し
い
こ
ね
作
業
か
ら
。

八
割
の
水
を
加
え
手
の
指
を

立
て
て
手
早
く
掻
き
混
ぜ
る
。

し
っ
と
り
具
合
を
み
な
が
ら

残
り
の
水
を
加
え
、
練
り
、

球
に
す
る
。
次
に
伸
ば
し
て
、

た
た
ん
で
切
る
。
こ
の
切
る

作
業
も
ま
た
難
し
い
。
後
片
づ
け
を

し
懇
親
会
の
最
中
、
鉢
ご
と
に
茹
で

て
も
ら
い
や
っ
と
食
べ
ら
れ
る
事
に
。

そ
の
旨
さ
は
何
処
で
味
わ
え
な
い
絶

品
。
汗
だ
く
に
な
り
、
腕
が
あ
が
り
、

四
苦
八
苦
の
大
奮
闘
。
と
て
も
大
好

評
で
し
た
。

日
ひ

和
より

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

日
和
区
の
誕
生

　

豊
田
気
功
ク
ラ
ブ
は
、
平

成
19
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で

開
設
さ
れ
た
「
豊
田
公
民
館

気
功
教
室
」
終
了
後
、
受
講

者
を
中
心
に
同
年
９
月
発
足

し
、
現
在
18
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
畔
上

百
合
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

第
一
段
階
（
首
・
肩
）
、
第

二
段
階
（
腰
）
、
第
三
段
階

（
膝
）
に
分
け
て
、
気
功
の

ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。
気
功

を
や
っ
た
後
は
、
驚
く
ほ
ど

体
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

途
中
レ
ク
ダ
ン
ス
を

し
た
り
、
先
生
の
愉
快

な
お
話
が
あ
っ
た
り
と
、

先
生
と
生
徒
の
関
係
と

い
う
よ
り
、
一
つ
家
族
の
よ

う
な
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
体
は
軽
く
、
気
持
ち

は
晴
れ
や
か
に
な
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

毎
月
第
一
・
三
月
曜
日

（
１
月
～
３
月
は
午
後
、
４

月
～
12
月
は
夜
）
、
豊
田
文

化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

足
腰
や
膝
が
痛
い
の
で
家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
、
と
い

う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？

　

気
功
で
ゆ
っ
く
り
と
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
体
の
痛
み

が
や
わ
ら
ぎ
、
軽
く
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

豊
田

　

気
功
ク
ラ
ブ

グ
ル
ー
プ
紹
介
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今月の伝言板
◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆  

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

講　師　出野　富永　先生
定　員　小中学生　20名
持ち物　歩きやすい服装、おにぎり、水筒
　　　　双眼鏡(持っている人)
参加料　無料　　　申込み　豊田公民館へ
■高齢者教室｢あの頃・あの時の歌｣
　時代を代表する歌の合唱と、その頃の思い出の
お話を聞きながら懐かしみましょう。
日　時　３月27日(木) 午前10時～正午
場　所　豊田文化センター
内　容　時代を代表する歌の合唱とその頃の思い
　　　　出の話
講　師　元教師　神田　加奈登　先生
申込み　不要　　参加料　　無料

■｢リズムで遊ぼう｣
　気の向くままに太鼓や打楽器を鳴らしましょう。
　この楽しさはきっとやみつきになりますよ。
日　時　３月19日(水) 午前10時30分～正午
場　所　豊田文化センター　参加料　　無料
講　師　ドラムサークル諏訪代表　原　房子　先生
定　員　20組(定員になり次第締切)
対象者　２歳以上の未就学児と保護者
申込み　豊田公民館へ
■チャレンジ子ども教室｢バードウォッチング｣
　この時期、中野市にはどんな鳥がいるのかな？名
前や鳴声などを覚えて鳥博士になろう。
日　時　３月25日(火)　午前９時30分～午後１時
場　所　豊田文化センター　集合

　

農
民
に
と
っ
て
冬
期
間
は
農
閑

期
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
の
構
想
を

練
る
大
事
な
時
期
で
も
あ
る
。

又
、
農
業
関
係
の
講
演
会
な
ど
の

催
し
も
多
い
の
で
、
こ
の
機
会
に

「
自
分
の
や
る
気
を
出
す
為
」
に

出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

今
回
は
去
る
二
月
九
日
に
ア
ッ

プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
で
行
わ
れ

た
食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
産
地
消

の
推
進
と
食
と
健
康
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

　

長
野
の
Ｆ
Ｍ
局
で
「
お
い
し
い

話
を
し
よ
う
」
な
ど
で
も
お
な
じ

み
食
文
化
研
究
家
の
永
山
久
夫
先

生
講
演
の｢

野
菜
は
日
本
人
100
歳

食｣

で
は
、
日
本
人
が
昔
か
ら
食

べ
て
き
た
「
胡
（
麻
）
・
豆
・

魚
・
梅
・
参
（
人
参
）
・
茶
」
に

は
現
代
日
本
人
に
も
大
切
な
栄
養

素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
た
お
話
で
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
お
話
と
と
も
に
大
声
で
特
徴
的

な
「
ワ
ー
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
」
さ
れ

る
大
笑
い
に
、
会
場
も
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
先

生
73
歳
と
の
こ
と
、
お
元
気
で

す
！

　

つ
づ
い
て
、
料
理
研
究
家
の
横

山
タ
カ
子
先
生
の
「
風
土
が
作
る

食
卓
」
で
は
料
理
実
演
と
と
も

に
、
講
演
さ
れ
た
。
市
内
で
も
生

産
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
き
の
こ
、

果
物
を
多
く
使
い
、
化
学
調
味
料

な
ど
は
一
切
使
わ
ず
、
素
材
を
生

か
し
た
料
理
方
法
に
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
横
山
先
生
の
お
料
理

と
き
の
こ
・
果
実
料
理
（
我
が
家

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
）

の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
会
場
300
人

を
超
え
る
参
加
者
の
各
テ
ー
ブ
ル

は
地
元
農
産
物
料
理
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
至
福
の
ひ
と
時
と
な
り
、

正
に
「
聞
い
て
！
見
て
！
味
わ

う
！
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
豊
富
な
農
産
物
と
恵
ま
れ

た
環
境
に
囲
ま
れ
て
い
る
中
野
市

に
住
み
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
私

は
、
こ
れ
か
ら
も
、｢

食
の
安
全

安
心｣

に
努
め
て
い
き
た
い
と
再

確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
丸
山
）

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

分
館
の
広
報
活
動
促

進
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
二
十
九
分

館
が
出
品
。
地
域
の

情
報
が
幅
広
く
掲
載

さ
れ
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
の
館
報
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
賞
結

果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

最
優
秀
賞　
栗
和
田
分
館

優  

秀  

賞　
間
山
分
館

　
　
　
　
　

桜
沢
分
館

企  

画  

賞　
吉
田
分
館

　
　
　
　
　

栗
林
分
館

努  

力  

賞　
東
町
分
館

　
　
　
　
　

松
川
分
館

　
　
　
　
　

南
永
江
分
館

平成19年度

分館報コンクール

最
優
秀
賞
　
栗
和
田
分
館

　
　
　
　「
館
報
は
こ
や
ま
」



印刷　高錦堂印刷所

今月の伝言板

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■きりえ体験コーナー
　中野ひな市に
中野土びなを
“きりえ”で切っ
てみませんか。
少し時間をいた
だければどなた
でも出来ますの
で、お気軽にど
うぞお出かけください。
日　時　４月１日(火) 午前10時～午後３時
場　所　中央公民館　２階 教室
講　師　中野きりえの会
受講料　無料　　　申込み　不要
その他　材料やカッターは用意してあります

■第27回中野市民書道展
　毎年、中野ひな市に併せて開催している市内の書
道愛好者の皆様の作品が一堂に会す市民書道展です。
小学生から一般の方まで奮ってご応募ください！
出品資格　市内在住・在勤している方、または、市
　　　　　内の書道グループに所属している方
出 品 数　１人１点まで(未発表の作品に限ります)
作品規格　●一般の部(高校生を含む)
　　　　　条幅半折の大きさで、裏打ち仮巻き着装
　　　　　●小中学生の部
　　　　　条幅半折４分の１縦長書、裏打ちをしな
　　　　　いで仮巻き着装
申 込  み　３月17日(月)までに所定の出品申込み  
　　　　　書により中央公民館へお申込みください。

＜展示期間＞
３月31日(月)
　～４月１日(火)
午前９時
　～午後６時
＜展示会場＞
中央公民館　講堂

３月の展示コーナー

高齢者大学作品展
内容　中央公民館高齢者大学クラブ活動で制作
　　　した作品の展示（絵手紙・書道・ちぎり絵）
場所　中央公民館１階 展示コーナー

中野市統一成人式のお知らせ
　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生まれの方が対象となります。
　なお、平成20年３月中に、中野市に住民登録している方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式の出席を希望される方は、事前に中野市
中央公民館までご連絡ください。

日時 ５月４日

場所

中野市中央公民館　TEL 0269－22－2691

中野市市民会館

（みどりの日）
午前９時30分  受付
午前10時　　開式

成人式実行委員会のメンバー
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